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まちの話題
特集 SPECIAL FEATURE

戦後80年、平和への誓いを新たに

記憶の橋を架ける
活気あふれる！地域活性化の取り組み
地域の絆をデジタルで強化
耐震化などを進め、安全・安心な水を届けるため
水道料金を令和８年４月検針分から改定させていただきます
住み慣れた地域で、自分らしく暮らすために
都城市美術展作品募集
デジタルは便利で楽しい！
市民税・県民税（住民税）の主な税制改正内容
［フォトリポート］都城六

ろっがっどう

月灯　おかげ祭り
知って防ごう！鳥獣被害
地球を守る、我が家のエコ活／
お盆の墓参りと合葬墓
知っておきたい「 成年後見制度」／
８月は人権啓発強調月間です
 リモート窓口を利用できます／
「マイナちゃんカー」が申請手続きをサポート！／
麻しん・風しんを予防しましょう
 INFORMATION（市からのお知らせ）／
マイナンバーカードをあなたのiphoneの中に！
国際交流員のひとりごと／
安全・安心情報／読者のお便り
企業の力／今月の読者プレゼント
美術館情報／都城島津伝承館だより／
歴史探訪
Let’sみやこんじょい／今月のみやこんじょ弁／
おすすめ図書
都城フィロソフィ／私の夢／現住人口／
届けたい都城の風景／編集後記
今月のレシピ

女子プロバスケチーム東京羽田ヴィッキーズが、
山之口体育館でバスケットボールクリニック

を開催。参加した市内の中学生らは、選手らの指導
に真剣に耳を傾け、プロの技術を吸収していました。

都城地区建設業協会青年部とJAみやざき都城青
年部が、規格外野菜を無料配布する子育て世

代応援イベントを「道の駅」都城N
ニ ク ル

iQLLで開催。
来場者は、袋いっぱいの野菜を笑顔で受け取りました。

父の日に牛
ち

乳
ち

を贈ろう！

建設業×農業が未来を育てる！

プロの技術を間近で体感

６月12日

６月21日

６月21日

７月初めのまぶしい日差しの下、山田町山田の県
道沿いのひまわりが見頃を迎えていました。戦後80
年の今、凛と顔を上げ空に伸びるその姿は、平和を
願う人たちの思いや決意を映し出しているようです。

ひまわりに平和への思いをはせる

父と牛乳の「ちち」をかけて、酪農３団体が池
田市長を表敬訪問し、父の日のプレゼントと

して牛乳などを贈呈。６月の牛乳月間に合わせて、
牛乳や乳製品の消費拡大を呼び掛けました。

今月の表紙 ＣＯＶＥＲ
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

市民一斉清掃・都城市環境美化の日絵画コンクー
ルの表彰式を開催。市内の小学５・６年生が

応募した46作品の中から８作品が選ばれ、大賞と
金賞を受賞した児童らを池田市長が表彰しました。

陸上短距離のサニブラウン選手が県内で初合宿
を行い、KUROKIRI STADIUMでも２日間

練習を実施。公開練習に訪れた多くのファンは、世
界トップアスリートの走りに魅了されていました。

ダイバーシティフェスティバルが「道の駅」都
城NiQLLで開催。参加者は、車椅子バスケ元

日本代表の講演やパラスポーツ、木工体験、異文化
体験マーケットを通じて多様性への理解を深めました。

都城観光レディの（左から）石塚唯
ゆ あ

愛さん、池
田未

み ゆ う

宥さん、福永真
ま ゆ

夕さんが池田市長を表敬
訪問。３人は「都城の魅力を市内外にPRできるよ
う励みたい」と笑顔で意気込みを語りました。

絵画に込める環境美化への思い 新競技場で見せる世界レベルの走り
７月２日 ６月23日・24日

ちがうを体験、広げる世界
６月29日

都城の魅力を笑顔で発信！
６月23日

東京ドームで「キャンプ地都城」をＰＲ！
６月29日

今年も本市で春季ファームキャンプを実施した
読売ジャイアンツの本拠地である東京ドーム

で、「キャンプ地都城DAＹ」を開催。屋外ステー
ジでは、ぼんちくんがじゃんけん大会やダンスで会
場を盛り上げ、弓道体験などができるＰＲブースは
多くのジャイアンツファンでにぎわいました。
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経
済
不
況
と
暮
ら
し

　
昭
和
５
年
頃
、
日
本
は
昭
和
恐
慌
と
呼

ば
れ
る
深
刻
な
経
済
不
況
に
陥
り
ま
す
。

本
市
で
も
、
企
業
や
工
場
な
ど
の
倒
産
や

休
業
が
相
次
ぐ
と
と
も
に
、
従
業
員
の
賃

金
低
下
や
未
払
い
が
起
き
、
多
く
の
失
業

者
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
天
候
不
順
や
風
水
害
の
影
響

で
農
業
面
で
も
苦
し
い
局
面
を
迎
え
た
日

本
が
、
経
済
不
況
の
打
開
や
資
源
を
国
外

に
求
め
た
結
果
、
昭
和
６
年
に
満
州
事
変

が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
日
本
は
戦

争
へ
と
大
き
く
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

移
り
変
わ
る
ま
ち
の
様
子

　
昭
和
９
年
、
本
市
で
は
市
民
総
が
か
り

の
労
働
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て
飛
行
場
が
完

成
。
都
城
飛
行
場
と
呼
ば
れ
、
軍
だ
け
で

な
く
、
民
間
も
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
10
年
に
な
る
と
昭
和
天
皇

に
よ
る
陸
軍
特
別
大
演
習
が
本
市
で
実

施
。
本
演
習
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
必

要
で
、
開
催
地
の
本
市
は
大
き
な
影
響
を

受
け
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
は
じ
ま
り
と
暮
ら
し

　
昭
和
12
年
、
日
本
は
中
国
と
の
全
面
戦

争
に
突
入
。
召
集
を
受
け
た
人
た
ち
は
、

駅
な
ど
で
家
族
や
知
人
ら
か
ら
の
出
征
祝

い
を
受
け
な
が
ら
、
戦
地
へ
向
か
い
ま
し

た
。

昭
和
４
〜
５（
１
９
２
９
〜
１
９
３
０
）年

● 

世
界
恐
慌
・
昭
和
恐
慌
に
よ
り
世
の
中

が
不
景
気
に
な
る

昭
和
６（
１
９
３
１
）年

●
満
州
事
変
が
始
ま
る

昭
和
９（
１
９
３
４
）年

● 

多
く
の
市
民
の
勤
労
奉
仕
に
よ
り
、
都

城
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
る
。
後
に
都
城

西
飛
行
場
と
呼
ば
れ
る

昭
和
10（
１
９
３
５
）年

●
昭
和
天
皇
が
都
城
で
陸
軍
特
別
大
演
習

　

を
統
監

昭
和
12（
１
９
３
７
）年

●
日
中
戦
争
が
始
ま
る

昭
和
13（
１
９
３
８
）年

●「
国
家
総
動
員
法
」
公
布

昭
和
14（
１
９
３
９
）年

●
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る

昭
和
15（
１
９
４
０
）年

● 

都
城
市
で
も
切
符
制
・
配
給
制
が
始
ま
る

昭
和
16（
１
９
４
１
）年

● 「
国
民
学
校
令
」
に
よ
り
従
来
の
小
学

校
が
「
国
民
学
校
」
に
改
称
。
戦
時
体

制
に
即
応
し
た
教
育
が
行
わ
れ
る

戦
前
・
戦
時
中
の
主
な
で
き
ご
と

特集

戦
後
80
年
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

記
憶
の
橋
を
架
け
る



5 Miyakonojo City Public Relatio㎱    2025.8

　
一
方
で
、
婦
人
会
や
学
校
が
中
心
と
な

り
、前
線
を
物
資
供
給
な
ど
で
支
え
る「
銃

後
の
守
り
」
と
呼
ば
れ
る
活
動
が
盛
ん
に

な
り
、
国
民
全
員
で
「
戦
争
」
を
戦
う
意

識
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　
物
資
の
統
制
も
始
ま
り
、
生
活
必
需
品

は
切
符
制
に
よ
る
交
換
が
行
わ
れ
、
本
市

で
も
食
料
品
か
ら
衣
料
品
ま
で
幅
広
く
対

象
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
地
で
利
用

す
る
装
備
の
充
実
の
た
め
、
金
属
製
に
代

わ
り
陶
製
の
製
品
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
代

用
品
と
呼
ば
れ
る
日
用
品
も
普
及
し
ま

す
。
物
資
不
足
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
国
民

は
耐
え
抜
く
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。

空
襲
と
特
別
攻
撃
隊

　
本
市
は
、
昭
和
20
年
の
都
城
西
飛
行
場

へ
の
空
襲
以
降
、
終
戦
ま
で
の
間
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
の
本
市

に
は
飛
行
場
が
３
カ
所
あ
り
、
さ
ら
に
は

特
別
攻
撃
隊
も
配
備
さ
れ
て
い
た
た
め
、

空
襲
の
標
的
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
出
撃
し
た
特
別
攻
撃
隊
は
79

人
。
18
歳
か
ら
30
歳
の
若
者
た
ち
で
し
た
。

彼
ら
は
、
国
の
た
め
家
族
の
た
め
と
戦
地

へ
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
20
年

４
月
か
ら
７
月
の
間
に
、
都
城
西
飛
行
場

か
ら
２
回
、
都
城
東
飛
行
場
か
ら
15
回
の

計
17
回
に
わ
た
っ
て
出
撃
し
て
い
ま
す
。

昭
和
18（
１
９
４
３
）年

● 

食
糧
事
情
が
深
刻
化
。
学
童
も
授
業
を

中
止
し
食
糧
増
産
活
動
に
励
む

● 

川
崎
航
空
機
株
式
会
社
工
場
建
設
に
伴

い
、
試
験
用
と
し
て
都
城
東
飛
行
場
が

建
設
開
始
。
翌
年
、
完
成
す
る

昭
和
19（
１
９
４
４
）年

●
米
軍
に
よ
る
沖
縄
へ
の
攻
撃
が
本
格
化

● 

国
民
学
校
初
等
科
以
外
は
ほ
と
ん
ど
勤

労
奉
仕
作
業
を
し
て
過
ご
す

●
都
城
飛
行
場
を
陸
軍
が
接
収
す
る

● 

沖
縄
か
ら
都
城
へ
の
集
団
疎
開
が
始
ま

る
昭
和
20（
１
９
４
５
）年

●
都
城
北
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
る

● 

都
城
か
ら
79
人
の
特
別
攻
撃
隊
と
61
人

の
援
護
隊
が
出
撃
（
４
月
〜
７
月
）

● 

都
城
市
域
が
空
襲
を
受
け
る
（
３
月
〜

８
月
）

● 

８
月
６
日　

都
城
大
空
襲
で
市
街
地
が

大
き
な
空
襲
を
受
け
る

●
８
月
６
日　

広
島
に
原
子
爆
弾
投
下

●
８
月
９
日　

長
崎
に
原
子
爆
弾
投
下

● 

８
月
15
日　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
。
日

本
は
無
条
件
降
伏
す
る

※ 

都
城
の
で
き
ご
と
は
、
都
城
市
史
、
山

之
口
町
史
、
高
城
町
史
、
山
田
町
郷
土

史
、
高
崎
町
史
を
参
考
に
作
成

●世の中のできごと、●都城のできごと

※ タイトル背景は、本市出身の日本画家・大野重
じゅうこう
幸が都城空襲直後の明道小学校を描いたスケッチ。

当時、ありあわせの画材で描いたと伝えられています

　
終
戦
か
ら
80
年
を
迎
え
る
今
年
。
年

月
の
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
時
代
を
生

き
た
人
た
ち
の
数
は
確
実
に
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
、
戦
争
の
記
憶
は
だ
ん
だ

ん
と
過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
今
な
お
さ

ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
で
紛
争
が
起
き
、

私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
享
受
し

て
い
る
平
和
で
豊
か
な
生
活
と
は
程
遠

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
が
数
多

く
い
ま
す
。
現
代
で
も
「
平
和
」
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

一
度
立
ち
止
ま
り
、
改
め
て
平
和
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
本
特
集
で
は
、
戦
時
中
の
日
本
や
本

市
で
起
こ
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
、
改

め
て
そ
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨
さ
、
人
々

の
苦
し
み
や
悲
し
み
の
記
憶
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
平

和
の
尊
さ
を
忘
れ
な
い
た
め
の
取
り
組

み
や
、若
い
人
た
ち
の
平
和
へ
の
思
い
、

歴
史
資
料
館
特
別
展
な
ど
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

◎
問
い
合
わ
せ　

　
　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

３
１
７
４

　
　

文
化
財
課　
　

☎
23-

９
５
４
７

　
　

福
祉
課　
　
　

☎
23-

０
９
６
３

戦後80年、平和への誓いを新たに――

記憶の橋を架ける
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80
年
前
、
都
城
中
学
2
年
生
だ
っ

た
濵
田
邦
彦
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
8

月
6
日
の
都
城
大
空
襲
を
鮮
明
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。「
低
空
を
飛
ぶ
米

軍
機
※
グ
ラ
マ
ン
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

顔
が
は
っ
き
り
見
え
ま
し
た
」
と
語

り
、
当
時
を
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

「
突
然
の
爆
撃
で
自
宅
の
外
井
戸
は

屋
根
が
落
ち
、
木
製
の
洗
濯
桶
の
外

側
が
熱
風
で
焦
げ
、
菜
園
の
茄
子
が

焼
け
茄
子
に
な
る
の
を
横
目
に
必
死

で
避
難
し
ま
し
た
。
昼
前
か
ら
午
後
ま
で

続
い
た
空
襲
で
町
一
帯
が
炎
に
包
ま
れ
、

焼
け
野
原
と
化
し
ま
し
た
。
翌
日
、
牟
田

町
の
自
宅
に
戻
る
と
景
色
が
一
変
し
て
い

て
、
隣
接
す
る
お
寺
の
本
堂
は
焼
け
落
ち
、

ま
だ
火
が
燻く

す
ぶる
町
の
中
に
、
西
都
城
駅
が

見
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」

　
都
城
西
飛
行
場
で
特
攻
機
の
出
撃
を
見

送
っ
た
記
憶
も
あ
る
と
い
う
濵
田
さ
ん
。

自
宅
か
ら
は
、
い
つ
飛
ぶ
か
分
か
ら
な
い

若
い
隊
員
た
ち
が
白
い
マ
フ
ラ
ー
を
な
び

か
せ
た
飛
行
服
姿
で
、
近
く
の
料
亭
に
出

入
す
る
の
が
見
え
た
と
い
い
ま
す
。
後
年
、

宴
に
同
席
し
た
人
か
ら
「『
自
分
が
飛
ぶ

と
き
は
翼
を
振
る
よ
』
と
言
い
残
し
、
確

か
に
翼
を
振
っ
て
飛
び
立
つ
機
体
が
い

た
」
と
聞
い
た
―
そ
ん
な
話
を
、
忘
れ
ら

れ
な
い
記
憶
と
し
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
終
戦
を
聞
い
た
時
は
「
少
年
だ
っ
た
の

で
負
け
た
悔
し
さ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
」
と
語
る
濵
田
さ
ん
。
民
間
人
を
無
差

別
に
殺
し
た
沖
縄
戦
や
広
島
・
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
を
強
く
批
判
し
、「
戦
争
を
体

験
し
た
者
と
し
て
毎
年
夏
が
来
る
と
平
和

と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。
物
の
豊
か
さ
＝

平
和
で
は
な
い
。
平
和
を
考
え
る
こ
と
は

人
間
の
本
質
を
問
う
こ
と
で
、
突
き
詰
め

れ
ば
正
し
い
道
徳
観
・
倫
理
観
・
世
界
観

を
持
つ
こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
家
族
や
友
人
を
大
切
に
し
、
世
界
旅
行

や
読
書
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
今
も
精
力
的
に

活
動
す
る
濵
田
さ
ん
。
そ
の
壮
絶
な
体
験

と
平
和
へ
の
願
い
を
、
優
し
く
丁
寧
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
雑ざ

つ

嚢の
う

を
下
げ

て
、
サ
イ
レ
ン
が
響
き
渡
る
中
を
必
死
で

走
り
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
80
年
前
高

崎
国
民
学
校
の
２
年
生
だ
っ
た
永
﨑
郁
子

さ
ん
で
す
。
本
市
で
も
空
襲
が
続
い
て
い

た
昭
和
20
年
の
あ
る
日
、
友
人
と
２
人
で

家
路
を
急
い
で
い
た
永
﨑
さ
ん
は
、
米
軍

機
の
接
近
を
告
げ
る
サ
イ
レ
ン
を
耳
に
し

ま
す
。「『
早
く
、早
く
』と
走
っ
て
い
る
と
、

頭
上
に
暗
い
影
が
落
ち
た
ん
で
す
。
隣
を

走
る
友
人
に
今
す
ぐ
隠
れ
る
よ
う
言
わ

れ
、
２
人
で
道
路
の
脇
に
積
ま
れ
た
材
木

の
影
に
身
を
隠
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私

た
ち
の
背
後
に
広
が
る
田
ん
ぼ
に
向
か
っ

て
、
米
軍
機
が
機
銃
掃
射
し
て
き
た
ん
で

す
。
恐
る
恐
る
見
上
げ
る
と
、
低
空
飛
行

す
る
米
軍
機
に
乗
る
兵
士
の
顔
が
は
っ
き

り
と
見
え
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
よ
」
と
永
﨑
さ
ん
は
80
年
前
の

忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
家
が
農
業
を
営
ん
で
い
た

と
い
う
永
﨑
さ
ん
は
、
戦
時
中
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
こ
う
振
り
返
り
ま

す
。「
当
時
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
本
当
に
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
取
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
、
命

か
ら
が
ら
疎
開
し
て
き
た
人
た
ち
は
特
に
、

そ
の
日
の
食
べ
物
に
も
困
る
よ
う
な
生
活

だ
っ
た
ん
で
す
。
誰
も
が
自
分
と
家
族
の

こ
と
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
。
着
る
も
の

も
な
か
っ
た
あ
の
時
代
に
、
自
分
た
ち
の

着
物
の
帯
を
ほ
ど
い
て
、
防
空
頭
巾
を

作
っ
て
く
れ
た
母
た
ち
に
は
本
当
に
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

　
現
在
87
歳
の
永
﨑
さ
ん
。
地
区
の
高
齢

者
学
級
に
長
年
通
い
続
け
、
コ
ー
ラ
ス
や

体
操
、
絵
画
な
ど
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。「
あ
の
時

救
わ
れ
た
命
だ
か
ら
ね
。
色
々
な
こ
と
を

経
験
し
て
、
し
っ
か
り
生
き
て
い
か
な
い

と
と
思
う
ん
で
す
」
そ
う
語
り
、
今
日
も

ま
た
永
﨑
さ
ん
は
力
強
く
前
を
向
き
ま
す
。

平
和
の
た
め
に 

今
、伝
え
た
い
こ
と※ 高崎町史によると、昭和20年８月に高崎橋付近で荷馬車が米軍機の機銃掃射を受け、

その後高崎新田駅や農業倉庫が攻撃を受けたことが分かっています

※グラマン：第二次世界大戦中、アメリカ海軍が使用した戦闘機の通称

昭和７年生まれ

濵
はま

田
だ

 邦彦さん（93歳）

昭和12年生まれ

永
なが

﨑
さき

 郁子さん（87歳）
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語
り
継
ぐ
戦
争
の
記
憶

　
戦
争
体
験
を
継
承
し
、
平
和
の
尊
さ

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
、 

７
月

８
日
、
夏
尾
中
学
校
で
語
り
部
に
よ
る

平
和
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
、
山
田
町
出
身

で
語
り
部
グ
ル
ー
プ
「
南み

な
みの
風か

ぜ
」
代
表

の
常と

き

盤わ

泰や
す

代よ

さ
ん
で
す
。
講
話
で
は
、

戦
争
が
起
き
た
経
緯
や
当
時
の
軍
国
主

義
的
な
教
育
、
都
城
大
空
襲
の
被
害
状

況
な
ど
を
説
明
。
ま
た
、
常
盤
さ
ん
が

当
時
の
写
真
や
戦
争
体
験
者
の
証
言
を

紹
介
し
な
が
ら
、
人
々
の
暮
ら
し
や
思

い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
る
と
、
生
徒

た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
の
権
利
に
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
」
と
問
い
か
け
る
常
盤

さ
ん
。
生
徒
た
ち
が
「
学
ぶ
、
遊
ぶ
、

食
べ
る
」
な
ど
と
答
え
る
と
「
そ
の
権

利
を
一
瞬
で
奪
う
の
が
戦
争
。
あ
な
た

た
ち
の
大
切
な
権
利
を
守
っ
て
い
け
る

よ
う
、
平
和
な
世
の
中
を
作
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
平
和
な
未
来
へ
の
願
い

を
込
め
て
、
力
強
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

　
以
下
で
は
、
講
話
を
聞
い
た
生
徒
た

ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

つ
な
い
で
い
く
、平
和
の
願
い 高島 美

み

海
う

さん（３年）

長井 叶
か な

羽
う

さん（２年）

津曲 美咲さん（３年）

夏尾中学校で語り部活動をする常盤さん

　戦時中の子どもたちの様子や教科書の話
を聞いて、私達と年齢が近いこともあり、

「どんな気持ちだったのだろ
う」と想像すると怖くなりま
した。たくさんの権利が守ら
れている今の私たちは恵ま
れていると感じました。

　出征した人が大事な人と二度と会えない
ことを当たり前に思う状況に、胸の奥が痛

くなりました。多くの尊い命
を奪う戦争は私たちにも近い
出来事で、過ちを繰り返して
はいけないと強く思いまし
た。

　機銃掃射で多くの市民が犠牲になったと
知り、つらい気持ちになりました。都城で
も豊かな土地が軍事用の飛
行場になって、悔しかった
と思います。戦争は二度と
起こしてはならないと思い
ました。

　戦争体験者の話を聞き、平和のありがた
さを改めて実感しました。二度と戦争が起
こらないよう今回の講話を
しっかりと理解し、若い世
代の私たちも戦争の悲惨さ
を周りの人に伝えていく必
要があると思いました。

白
し ら

谷
た に

 成
じょう

志
じ

さん（１年）

戦後80年、平和への誓いを新たに――

記憶の橋を架ける
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◉
会
期　
11
月
９
日
㈰
ま
で

※ 

月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）。

展
示
替
休
館
９
月
９
日
㈫
・
10
日
㈬

◉
開
館
時
間　
９
時
30
分
〜
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
入
館
料

　
一
般
２
２
０
円
（
１
６
０
円
）、

　
高
校
生
１
６
０
円
（
１
１
０
円
）、

　
小
・
中
学
生
１
１
０
円
（
50
円
）

※ 

（　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

都
城
島
津
邸
・
高
城
郷
土
資
料
館
・
都

城
歴
史
資
料
館
の
観
覧
券
半
券
を
提
示

し
た
人
は
団
体
料
金
適
用
。
８
月
31
日

㈰
ま
で
は
小
・
中
・
高
校
生
無
料

　
戦
争
体
験
者
の
話
を
交
え
た
お
話
会
を

開
催
し
ま
す
。

◉
日
程　
８
月
15
日
㈮
・
17
日
㈰
、
９
月

21
日
㈰
、
10
月
19
日
㈰

◉
時
間　
14
時
〜
15
時

◉
会
場　
都
城
歴
史
資
料
館

◉
費
用　
入
館
料
が
必
要

※ 

特
別
展
や
関
連
企
画
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

　
市
で
は
、
都
城
大
空
襲
の
あ
っ
た
８
月

６
日
に
合
わ
せ
て
、
戦
争
で
命
を
落
と
し

た
人
た
ち
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
合
同
追
悼
式

を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時　
８
月
６
日
㈬　
10
時
〜

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

慰
霊
・
平
和
記
念
の
黙
と
う

【
広
島
市
原
爆
被
爆
80
周
年
慰
霊
・
平
和

祈
念
】

◉
日
時　
８
月
６
日
㈬　
８
時
15
分

【
長
崎
市
原
爆
被
爆
80
周
年
慰
霊
・
平
和

祈
念
】

◉
日
時　
８
月
９
日
㈯　
11
時
２
分

【
全
国
戦
没
者
追
悼
】

◉
日
時　
８
月
15
日
㈮　
正
午

福
祉
課　
☎
23
–
０
９
６
３

特
別
展
の
概
要

関
連
企
画　

戦
争
体
験
談
お
話
会

　戦後80年の節目に当たる今年、都城歴史資料館では、戦中・戦後のまちの姿や人々の暮らしを伝える
特別展を開催しています。空襲を受けた市街地や厳しい暮らし、出征する若者たちの思い。残された史
料や戦争体験者のさまざまなエピソードに触れることで、戦争の記憶が年月を超えて私たちの心に迫り
ます。この機会に、「平和とは何か」を考える時間を過ごしてみませんか。
　 ◎問い合わせ　文化財課　☎ 23-9547

都城西飛行場被爆写真

戦中・戦後の
都城のまち・人 の々くらし

都城歴史資料館　特別展
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お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
事
を
取
れ
る
こ

と
。
安
心
し
て
眠
り
に
就
け
る
こ
と
。
明

日
も
ま
た
家
族
や
友
人
と
笑
っ
て
過
ご
せ

る
こ
と
。
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
当
た

り
前
の
こ
と
が
、
当
た
り
前
で
は
な
か
っ

た
時
代
が
あ
り
ま
す
。

　　
80
年
前
、
都
城
の
ま
ち
は
空
襲
で
炎
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
80
年
前
、
若
者
た
ち
は
都
城
か
ら
特
別

攻
撃
隊
と
し
て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　
80
年
前
、
都
城
で
多
く
の
人
が
家
族
や

友
人
を
失
い
ま
し
た
。

　
も
う
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
当
の
意
味
で
の
「
平
和
」
と
は
何
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　
終
戦
か
ら
80
年
目
を
迎
え
る
今
年
。

　

失
わ
れ
た
多
く
の
尊
い
命
に
心
か
ら

黙
と
う
を
捧
げ
、
こ
れ
か
ら
80
年
後
、

１
０
０
年
後
の
平
和
を
願
い
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
１
人
１
人
が
「
平
和
」
に
つ
い

て
考
え
続
け
る
こ
と
が
世
の
中
を
よ
り
良

い
方
向
に
変
え
て
い
く
。

　
私
た
ち
自
身
や
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る

未
来
の
た
め
に
、
こ
の
夏
、
平
和
に
つ
い

て
考
え
ま
せ
ん
か
。

　本特別展では、戦中・戦後の都城の様子を伝え
るため、初公開を含む多くの史料を展示していま
す。また、宇佐市教育委員会の協力により都城出
身の特攻隊員に関する貴重な史料なども見ること
ができます。そのほか、寄せられた多くの戦争体
験談を通して、当時の人々の思いや暮らしの一端
をお伝えしています。戦争の記憶を受け継ぎ、平
和について考えるきっかけとなれば幸いです。

文化財課　
主査
田中　滉太郎

上 / 火の見やぐら詰所
完成　完成した中町第 4
班火の見やぐら詰所に地
域住民が集合。戦時中は
火災監視のため、住民が
交代で詰めていた。
左 /昭和十六年西

にし

嶽
だけ

村
そん

報　
第二十號

ごう

　西嶽村（現・
美川町ほか）の公報。ガ
ソリン用の干甘

かん

藷
しょ

の供出
を農家に求める内容が記
載されている。

左 /遺書（大分県宇佐市教育委員会所蔵）都城出身・
藤井眞

ま

治
はる

大尉が家族に宛てた遺書。疎開先として都城
を勧める思いが記されている。　右 /賜

しせんじょうはいちようず

饌場配置要図　
昭和10年の陸軍特別大演習に関する図面で、会場配置
や都城駅からの経路が描かれている。

戦後80年、平和への誓いを新たに――

記憶の橋を架ける

こ
の
夏
、平
和
に
ついて
考
え
ま
せ
ん
か
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地
域
の
課
題
を
地
域
で
解
決

　
本
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
各
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
設
置
。
さ
ら
に
、
地
域
の
課
題
を
地

域
の
力
で
解
決
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
都
城
市
地
域

活
性
化
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
事
業
は
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
団
体
が
提
案
で
き
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

み
ん
な
の
食
卓 

心
つ
な
ぐ
祝
吉
の
輪

【
ス
マ
イ
ル
カ
フ
ェ
祝
吉
事
業
】

　
祝
吉
地
区
で
は
、
自
治
公
民
館
や
福
祉

施
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
連
携
し
て
ス

マ
イ
ル
カ
フ
ェ
祝
吉
を
運
営
し
、
多
世
代

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
同
事
業
を
実
施
し
て
い
る
祝

吉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
桑
山
会
長
と

小
堀
事
務
局
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

―
事
業
の
き
っ
か
け
は

(桑)
当
初
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
孤
立
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
の
「
つ
な
が
り
」

「
触
れ
合
い
」「
新
し
い
出
会
い
」
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
目
的
に
平
成
30
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
高
齢
者
の

皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
地
域
の
絆
を
深
め

る
大
切
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
事
業
の
内
容
は

(小)
毎
月
１
回
、
主
に
第
３
土
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
季
節

に
応
じ
た
会
食
を
企
画
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
地
域
の
多
世
代
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
ま
た
、
参
加
者
の
過
度
な
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
、
一
家
族
当
た
り
１
０
０
円
の

負
担
で
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

(小)
事
業
を
開
始
し
て
す
ぐ
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
対
面

で
の
食
事
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
、
弁
当
配
布
に
切
り
替
え

る
な
ど
工
夫
し
て
事
業
を
継
続
。
対
面
で

の
会
食
が
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
の
、
子
ど
も
た
ち
が
抱
き
合
っ
て
喜
ぶ

姿
が
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
に
向
け
て
の
思
い
は

(桑)
令
和
６
年
度
に
は
延
べ
４
２
８
人
に
参

加
い
た
だ
き
、
活
動
の
広
が
り
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
多
様
な
世
代

が
集
え
る
場
所
と
し
て
、
多
く
の
人
に
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
の
自
然
な
交

流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
参
加
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
互
い
に
心
か
ら
楽
し
め
る
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性

化
の
た
め
、
住
民
自
ら
考
え
行
動
す
る
住

民
主
体
の
地
域
づ
く
り
が
広
が
り
、
各
地

で
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
祝
吉
地
区
の
取
り
組
み
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課

 

☎
23-

７
１
４
６

事務局長
小堀 博子さん

会長
桑山 英

ひで

久
ひさ

さん

祝吉地区社会福祉協議会

活
気
あ
ふ
れ
る
！

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
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課
題
解
決
に
挑
戦

　
活
動
内
容
の
負
担
の
大
き
さ
が
、
地
域

団
体
の
加
入
率
低
下
の
一
因
と
な
っ
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
て
課
題
を
解
決
し
、
効
率
的
な
地
域

活
動
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
る
こ
と
を
目

指
し
た
本
事
業
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
公
民
館

の
現
状
調
査
か
ら
改
善
案
の
検
討
を
地
域

と
共
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
　
　

有
水
小
学
校

　
有
水
小
学
校
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
つ
な

が
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
運
営
の
効
率
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
す
る
各
種
打
ち
合
わ
せ

が
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
で
き
る
た
め
意
思

決
定
が
迅
速
化
。
ま
た
、
従
来
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
が
電
話
や
来
校
で
行
っ
て
い
た
文
書

の
確
認
作
業
な
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結

し
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
交
通
立
ち
番
指
導
の
報
告

（
日
誌
廃
止
）
や
、危
険
箇
所
の
写
真
共
有
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
出
欠
確
認
、
緊
急
時
対
応

の
連
絡
・
集
約
、
事
故
・
事
件
情
報
の
共

有
、
休
業
中
の

問
い
合
わ
せ
対

応
な
ど
に
活
用
。

学
校
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
効
率
化

に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　ＰＴＡ活動や自治公民館運営の負担軽減と持続可能な地域活動を目指し、
市では令和６年度に「地域コミュニティデジタル化事業」を実施しました。
本事業の中から、今回は有水小学校と麓自治公民館（中郷地区）の取り組み
を紹介します。
　　　◎問い合わせ　【ＰＴＡに関すること】生涯学習課　☎ 23-9545

【自治公民館に関すること】地域振興課　☎ 23-7146

　
　
　

麓
自
治
公
民
館

　

麓
自
治
公
民
館
で
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
と
「
グ
ー
グ
ル
サ
イ
ト

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）」
を
併
用
し
た
効
率
的

な
情
報
発
信
を
実
施
。
イ
ベ
ン
ト
告
知
や

緊
急
連
絡
な
ど
今
伝
え
た
い
情
報
は
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
即
時
に
配
信
、
公
民
館
報
の
ア
ー

カ
イ
ブ
や
活
動
報
告
な
ど
必
要
な
と
き
に

見
返
し
た
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
情
報
の

種
類
や
目
的
に
合
わ
せ
た
発
信
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

【
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
】

　
回
覧
板
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
活
用
。

【
グ
ー
グ
ル
サ
イ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
イ
ベ
ン
ト
の
報

告
や
公
民
館
報

ア
ー
カ
イ
ブ
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ

シ
ー
の
掲
載
な
ど

に
活
用
。

～デジタル化は目的ではなく手段～
地域の絆をデジタルで強化

　副館長である父の提案がきっ
かけでＬＩＮＥ公式アカウント
を作成しました。現在は地区の
約７割が登録し、即時の情報発
信が可能になりました。若い世
代の参加も増え、地域が活性化
していることを感じています。

麓自治公民館
SNS担当
稲森　陽

はる

香
か

さん

地域の絆が深まりました！

※ 各事業の成果など
詳しくは、市ホー
ムページを確認く
ださい

Case1

Case2

PTA 自治公民館

●情報伝達の即時性向上
　⇒連絡がリアルタイムで可能
●若い世代の参画促進
　⇒スマホで情報確認、参加表明が可能
●役員の負担軽減
　⇒ペーパーレス化、問い合わせの減少
●引継ぎの円滑化⇒活動記録の蓄積と継承 など

デジタル化がもたらした変化

地域の絆をデジタルで強化
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　暮らしに欠かせない「水」。本市はこれまで、老朽施設の更新や耐震化に取り組みながら、安定した給水を続
けてきました。しかし、南海トラフ巨大地震などの災害への備えや、資材・人件費の高騰、施設の老朽化が進む中、
現行の料金体系では必要な整備の継続が難しくなっています。今回、44年ぶりに水道料金を改定させていただ
きますが、県内９市の中で最も安い料金体系は維持いたします。ご理解のほどよろしくお願いいたします。
 ◎問い合わせ　上下水道局総務課　☎23-4810

◉ 今後とも水道施設の耐震化などをしっかりと進める上で、持続可能な
経営基盤の確立が大前提。

◉ 上下水道料金等審議会から「令和８年４月検針分からの平均改定率
14.95％の料金改定は適当」との答申を受領。

◉ 審議会からの答申を踏まえ、水道料金の改定案（平均改定率14.95％）
を令和７年６月市議会に提案し、可決いただく。

◉ 昭和57年以来44年ぶりの改定。改定後も引き続き県内９市の中で最低料金。

能登半島地震で破損した珠洲市の送水管（日本水
道協会提供）。水道施設の被災により、広範囲で
断水が発生したと報告されている。

※下水道使用料は変更ありません

水道料金を
令和８年４月検針分から
改定させていただきます

改定のポイント

耐震化などを進め、安全・安心な水を届けるため

水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
料

金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

　
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
き
「
独
立
採
算
」
の
原
則
で
運
営
さ
れ

て
い
て
、
水
道
事
業
に
必
要
な
費
用
は
、

水
道
料
金
で
賄ま

か
なう

仕
組
み
で
す
。本
市
で
は
、

昭
和
57
年
以
来
、
44
年
間
料
金
を
据
え
置

き
な
が
ら
、
経
費
削
減
や
業
務
の
見
直
し

な
ど
に
よ
っ
て
運
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
水
道
へ
。
耐
震
化
や
老

朽
化
対
策
が
急
務
で
す

　
近
年
、各
地
で
発
生
し
た
地
震
災
害
で
は
、

長
期
間
の
断
水
が
住
民
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
本
市
で
も
災

害
に
強
い
水
道
の
実
現
に
向
け
て
、
老
朽

施
設
の
更
新
や
耐
震
化
の
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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老朽化した施設を統廃合し、新たに完成した山田配水池。安全で安定し
た水道供給を支えている。

※東京都の生活用水実態調査平均使用水量を引用

国
の
補
助
金
を
受
け
る
に
は
「
回
収

率
１
０
０
㌫
以
上
」
が
必
要
で
す

　
水
道
施
設
の
耐
震
化
な
ど
に
は
多
額
の

費
用
が
必
要
で
、
国
の
補
助
金
が
不
可
欠

で
す
。
補
助
を
受
け
る
条
件
は
、「
水
道

事
業
に
必
要
な
費
用
を
水
道
料
金
収
入
で

賄
え
て
い
る
＝
料
金
回
収
率
１
０
０
㌫
以

上
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
令
和

５・６
年
度
の
２
年
連
続
で
こ
の
基
準
を

下
回
っ
て
い
て
、
補
助
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
リ
ス
ク
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
が
続
け
ば
、
必
要
な
整

備
費
用
全
て
を
市
民
負
担
で
賄
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
結
果
的
に
今
以
上
の
料
金
改

定
が
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

将
来
的
な
整
備
費
は
、
約
９
１
１
億
円

　
市
が
今
後
見
込
ん
で
い
る
水
道
施
設
の

整
備
費
は
、
今
後
40
年
間
で
約
９
１
１
億

円
に
上
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
災
害
に
備
え

た
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
た
め
に
必
要

な
費
用
で
す
。
今
後
必
要
な
整
備
を
安
定

的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
料
金
改
定

を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
改
定
す
る

こ
と
で
、
将
来
の

大
幅
な
負
担
増
を

回
避
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
負
担
を

最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
市
議
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た

　
今
回
の
改
定
に
当
た
り
、
市
は
今
後
の

経
営
見
通
し
に
つ
い
て
上
下
水
道
料
金
等

審
議
会
に
諮
問
。
５
回
の
審
議
を
経
て
、

平
均
改
定
率
14
・
95
㌫
の
料
金
改
定
が
適

当
と
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
改
定

率
は
、
ま
ず
は
今
後
５
年
間
の
整
備
に

必
要
な
事
業
費
を
基
に
、
料
金
回
収
率

１
０
０
㌫
を
満
た
せ
る
水
準
と
し
て
算
出

し
た
も
の
で
す
。
市
は
こ
の
答
申
を
踏
ま

え
、
令
和
７
年
６
月
市
議
会
に
改
定
案
を

提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
後
も
県
内
で
最
も
安
い
料
金
で
す

　
今
回
の
料
金
改
定
は
、
令
和
８
年
４
月

検
針
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
改

定
後
も
県
内
９
市
の
中
で
最
も
安
く
、
全

国
的
に
も
低
い
料
金
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
担
を
最
小
限

に
抑
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安

心
な
水
道
水
を
安
定
し
て
届
け
ま
す
。

料
金
の
試
算
が
で
き
ま
す

　
使
用
水
量
と
メ
ー
タ
ー
口
径
を
入
力
す

る
と
改
定
後
の
料
金
と
増
額
分
を
簡
単
に

確
認
で
き
る
「
料
金
試
算
シ
ー
ト
」
が
利

用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。世帯人数 使用水量 現行料金

（税込）
改定後料金
（税込） 影響額

１人 ８㎥ 759円 851 円 92円

２人 14㎥ 1,551 円 1,775 円 224円

３人 19㎥ 2,211 円 2,545 円 334円

４人 23㎥ 2,838 円 3,293 円 455円

県内９市１カ月分の水道料金比較（20㎥・口径13㎜の場合）※R７.８.１時点

料金改定による一般家庭への１カ月分の影響額
（口径13㎜の場合）

2,000

2,500
2,343円

3,000

3,500

4,000
（円）

串
間
市

え
び
の
市

（
Ｒ
７
改
定
）

日
南
市

全
国
平
均

西
都
市

宮
崎
市

（
Ｒ
７
改
定
）

県
内
９
市
平
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小
林
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延
岡
市
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向
市

都
城
市

（
Ｒ
８
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）

都
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や
ろ
う
よ
！
「
人
生
会
議
」

　「
人
生
会
議
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」
と
は
、
も
し
も
の
時

の
た
め
に
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

や
希
望
す
る
医
療
ケ
ア
な
ど
を
前
も
っ
て

自
分
で
考
え
、
家
族
な
ど
信
頼
で
き
る
人

と
繰
り
返
し
話
し
合
う
こ
と
で
す
。

　
誰
し
も
命
に
関
わ
る
大
き
な
病
気
や
け

が
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
命
の
危

険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、
約
70
㌫
の

人
は
医
療
ケ
ア
な
ど
を
自
分
で
決
め
た
り
、

希
望
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

人
生
会
議
。
自
分
の
気
持
ち
や
望
み
を
信

頼
で
き
る
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、

そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を

持
ち
ま
す
。
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
う
ち
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
こ
う

　
人
生
会
議
後
は
、
話
し
合
っ
た
内
容
を

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
ま

し
ょ
う
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
病
気

や
け
が
で
意
思
表
示
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
も
、
家
族
な
ど
自
分
に
代
わ
っ

て
判
断
す
る
人
が
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と

で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
希
望
や
思
い
が
時
間
と
と
も
に
変
化
し

た
り
、
健
康
状
態
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に

振
り
返
り
、
何
度
で
も
繰
り
返
し
話
し
合

い
、
書
き
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
家
族
や
周
囲
の
信
頼
で
き
る
人
に
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
い
て
い
る
こ
と

や
保
管
場
所
を
伝
え
て
お
き
、「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
内
容
＝
あ
な
た
の
希
望
」

を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

いきいき長寿課
主事

栫
かこ

井
い

　遥
はる

陽
ひ

　住み慣れた地域で最期まで自分らしく生きるために、大
切な人や信頼する人と話し合うきっかけにしてみませんか。
◉配布場所
いきいき長寿課、各地区地域包括支援センター、都城市
北諸県郡医師会（在宅医療・介護連携相談支援センター）、
都城市・三股町の医療機関など

人生会議漫画・エンディングノートを
配布しています

　自らの最期について考えたことや誰かと話し合ったことはありますか。誰しもいつか必ず直面する心や体の
衰え。市では、市民一人一人が住み慣れた地域で最期まで自分らしく暮らし続けることができるよう、在宅医療・
介護連携推進事業を通して「人生会議」の普及・啓発に取り組んでいます。
 ◎問い合わせ　いきいき長寿課　☎23-2685

住み慣れた地域で、
自分らしく暮らすために

Miyakonojo City Public Relatio㎱    2025.815

  

応
募
資
格
な
ど

◉
応
募
資
格　
高
校
生
以
上
（
地
域
を
問

わ
な
い
）

◉
出
品
料　
１
点
当
た
り
１
５
０
０
円

※ 

22
歳
以
下
（
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
）
は
無
料
。
選
外
の
場

合
で
も
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん

◉
出
品
点
数　
１
人
３
点
ま
で 

◉
出
品
条
件　
出
品
作
品
は
出
品
者
の
創

作
で
未
発
表
の
も
の
（
公
募
展
な
ど
で
入

選
以
上
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
）
に
限
る

※ 

高
校
生
に
限
り
、
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
に
出
品
し
た
作
品
も
出
品
可

◉
募
集
ジ
ャ
ン
ル　
絵
画
・
彫
刻
・
デ
ザ

イ
ン
・
写
真
・
書
・
工
芸
・
映
像
・
そ
の

他※ 

展
示
取
り
扱
い
上
、
作
品
を
【
平
面
】・

【
立
体
】
の
分
類
で
募
集
し
ま
す

◉
そ
の
他　
作
品
の
規
定
な
ど
詳
し
く

は
、「
第
71
回
都
城
市
美
術
展
開
催
要
項
」

を
確
認
く
だ
さ
い

  

賞・
大
賞　
20
万
円
（
１
点
）

・
優
秀
賞　
５
万
円
（
３
点
）

・
優
良
賞　
２
万
円
（
15
点
）

・ 

特
別
賞
「
山
田
新
一
賞
」
５
万
円
（
絵

画
か
ら
１
点
）、「
キ
ャ
ン
バ
ン
特
別
賞
」

５
万
円
（
写
真
の
技
術
を
用
い
た
作

品
か
ら
１
点
）、「
ユ
ー
ス
賞
」
３
万
円

（
40
代
以
下
の
人
の
作
品
か
ら
１
点
）

・ 

高
校
生
特
別
賞　
画
材
券
も
し
く
は
図

書
券
（
４
点
）

  

審
査
委
員
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

青
山
浩
之
（
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
教

授
）
書
／
池
田
美
奈
子 （
編
集
者
、
有
限

会
社
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ｊ
）
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
／
倉

石
信し

乃の

（
明
治
大
学
大
学
院
教
授
）
写
真

／
南
雄
介
（
美
術
評
論
家
）
美
術

  

作
品
搬
入
・
搬
出

◉
搬
入
日
時　
８
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
　
　
　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

◉
搬
出
日
時

・
選
外　
９
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

・
入
選　
10
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

◉
場
所　
市
立
美
術
館　
作
品
搬
入
口

  

作
品
展
示

◉
場
所　
市
立
美
術
館
、
市
立
図
書
館

◉
期
間　
９
月
13
日
㈯
〜
28
日
㈰

※ 

美
術
館
は
９
月
16
日
㈫
・
22
日
㈪
が
休

館

　

都
城
圏
域
の
芸
術
文
化
の
向
上
と
情
操
教
育
の
振
興
お
よ
び
近
隣
市

町
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
令
和
７
年
度
第
71
回
都
城
市
美
術
展
を
開

催
し
ま
す
。今
回
は
、応
募
条
件
や
「
キ
ャ
ン
バ
ン
特
別
賞
」「
ユ
ー
ス
賞
」

な
ど
新
た
に
設
け
ら
れ
た
賞
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

 

◎
問
い
合
わ
せ　

市
立
美
術
館　

☎
25
-１
４
４
７

第
70
回
都
城
市
美
術
展
大
賞
作
品
「
追
憶
の
形
象
'20
」
上
田
雄
二

美術館
ホームページ
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　「スマートフォン（スマホ）を使いこなしたい」「日常生活にデジタルをもっと取り入れてみたい」─そんな
人に向けて、市では無料の「デジタル活用支援講習会」を開催します。講座は１回ごとに完結しているので、
気になる回だけの参加も可能です。この機会にデジタルを生活の一部に取り入れ、日々の暮らしをより快適で
充実したものにしてみませんか。
 ◎問い合わせ　デジタル統括課　☎23-2156

デジタル は 便利 で 楽しい！

一
人
で
も
気
軽
に
楽
し
く
学
べ
る
講

座
で
す
！

　
講
座
で
は
、
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
を
は

じ
め
、ラ
ジ
オ
や
音
楽
、健
康
管
理
ア
プ
リ
、

脳
ト
レ
な
ど
、
便
利
で
楽
し
い
サ
ー
ビ
ス

の
使
い
方
を
学
べ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
票

な
ど
各
種
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で

き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
も
体

験
で
き
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
の
参
加
は

も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
の
参
加
も
歓
迎
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◉
日
程
・
会
場
・
講
座
内
容

◉
実
施
時
間

・
午
前
の
部　
10
時
〜
12
時

・
午
後
の
部　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◉
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
シ

フ
ト
プ
ラ
ス
株
式
会
社

※ 

申
し
込
み
順
。
電
話
受
付

時
間
は
９
時
〜
18
時

☎
０
５
０
–
５
４
９
０
–
５
９
３
６

午
前
の
部

・
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
（
上
級
）

・
ス
マ
ホ
で
脳
ト
レ
を
楽
し
む

午
後
の
部

・
カ
メ
ラ
・
電
話
の
使
い
方
（
上
級
）

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
地
図
ア
プ
リ
の
使
い

方
（
上
級
）

第
２
回　
９
／
６
㈯

未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

午
前
の
部

・
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
（
初
級
）

・
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
体
験

・
ス
マ
ホ
で
行
政
手
続
き

午
後
の
部

・
カ
メ
ラ
・
電
話
の
使
い
方
（
初
級
）

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
地
図
ア
プ
リ
の
使
い

方
（
初
級
）

第
１
回　
８
／
23
㈯

未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

午
前
の
部

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
（
初
級
）

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
使
い
方

第
７
回　
11
／
16
㈰

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
第
２
回
と
同
じ

第
６
回　
11
／
９
㈰

未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
第
１
回
と
同
じ

第
５
回　
10
／
26
㈰

未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

午
前
の
部

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
（
上
級
）

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
使
い
方（
上
級
）

午
後
の
部

・
ア
プ
リ
で
血
圧
の
記
録

・
ア
プ
リ
で
歩
数
や
運
動
量
の
記
録

・
ア
プ
リ
で
外
国
語
を
勉
強

・ 

ア
プ
リ
で
音
楽
・
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
を
楽

し
む

第
４
回　
10
／
18
㈯

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

午
前
の
部

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
（
初
級
）

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
使
い
方

午
後
の
部

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
使
い
方（
初
級
）

・
ス
マ
ホ
詐
欺
を
学
ぶ

第
３
回　
９
／
21
㈰

未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
の
部

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認

・
生
成
Ａ
Ｉ
の
使
い
方

・
ア
プ
リ
で
カ
ロ
リ
ー
計
算

・
カ
メ
ラ
か
ら
物
や
文
字
を
調
べ
る

・
ア
プ
リ
で
植
物
を
育
て
る

デジタル統括課

新
にい

澤
ざわ

　希
き

世
よ

子
こ

 
　市内の温泉施設などで「デジタルよ
ろず相談会」を実施しています。分か
らないことは気軽に声をかけてくださ
い。皆さんの参加をお待ちしています！

参加者の皆さんを
サポートします！

よろず相談会
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給
与
所
得
控
除
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
55
万
円
で
あ
っ
た
給
与
所
得

控
除
の
最
低
保
障
額
が
、
令
和
７
年
分
か

ら
65
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

 

所
得
控
除
の
要
件
も
変
わ
り
ま
す

　
令
和
７
年
分
か
ら
、
住
民
税
の
所
得
控

除
の
所
得
要
件
が
次
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
10
万
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

 

特
定
親
族
特
別
控
除
と
は
？

　
納
税
義
務
者
と
生
計
を
一
に
す
る
19
歳

以
上
23
歳
未
満
の
親
族
な
ど
を
扶
養
し
て

い
る
人
は
、
親
族
の
所
得
に
応
じ
て
3
万

円
か
ら
45
万
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◉
控
除
の
条
件

・ 

親
族
な
ど
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
３

　
万
円
以
下

・
扶
養
控
除
を
受
け
て
い
な
い

※ 

改
正
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い

　近年の物価上昇などを踏まえ、所得税や住民税の仕組みが
一部見直されました。働く人の税負担を和らげるためのもので、
所得税は令和７年分から、住民税は令和８年度から変更されます。
　今回は、主な改正のポイントについて紹介します。
 ◎問い合わせ　市民税課　☎23-2123

市民税・県民税（住民税）の主な税制改正内容
教えて！

都
城
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
自
宅
で
完
結
！
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
】

　
国
税
庁
で
は
、
利
便
性
向
上
の
た
め
自

宅
で
完
結
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を

推
進
し
て
い
ま
す
。口
座
振
替
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
納
税
な
ど
、
窓
口
に
行
か

ず
に
納
税
で
き
る
方
法
を
ぜ
ひ
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
税
務
署
窓
口
で
の
納
税
受

付
は
９
時
か
ら
16
時
ま
で
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
–
00
–
５
９
０
１

８
時
30
分
〜
17
時　
※
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く

【
税
務
関
係
書
類
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
と
本
人
確
認
】

　
個
人
で
税
務
署
に
申
告
書
や
申
請
書
な

ど
を
提
出
す
る
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
と
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
ｅ
–
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
申
告
書
や
申

請
書
な
ど
を
提
出
す
る
と
、
本
人
確
認
書

類
の
提
示
や
写
し
の
提
出
が
不
要
と
な
り

便
利
で
す
。
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い

所得控除の種類 内容
所得の上限

現行 改正後

配偶者控除 配偶者の合計所得金額 48万円以下 58万円以下

扶養控除 16 歳以上の扶養親族な
どの合計所得金額 48万円以下 58万円以下

ひとり親控除
ひとり親が生計を一にす
る子どもの総所得金額な
どの合計額

48万円以下 58万円以下

勤労学生控除 勤労学生の合計所得金額 75万円以下 85万円以下

親族などの合計所得金額 控除額
58 万円超 95万円以下 45万円

95万円超 100万円以下 41万円

100万円超 105万円以下 31万円

105万円超 110万円以下 21万円

110万円超 115万円以下 11万円

115万円超 120万円以下 ６万円

120万円超 123万円以下 ３万円

■各種所得控除の要件

■合計所得金額別の控除額
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3

4

ろ
っ
が
っ
ど
う

①⑩御
みこし
輿が祭りの熱気を運ぶ　②⑤軽やかに舞う跳

はねと
人の演

舞　③出立式を祝福するように虹がかかる　④御輿を支え
る担ぎ手　⑥威勢よく舞う獅子舞　⑦⑨伝統のお囃

はやし
子が祭

りを彩る　⑧灯籠山車の行列　⑪心震わすおかげ太鼓

2

1

　
都
城
の
総
鎮
守
・
神
柱
宮
の
「
六
月
灯
」
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
7
月
8
日
・
9
日

に
開
催
さ
れ
る
「
お
か
げ
祭
り
」。
33
回
目
を
迎
え
る
今
回
、
本
祭
り
は
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
が
、
晴
れ
間
に
現
れ
た
大
き
な
虹
も
観
客
ら
を
盛
り
上
げ
、
会
場

は
雨
雲
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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5

6

7

11

9
10

8

1
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被
害
防
止
対
策
の
取
り
組
み

　
農
作
物
の
被
害
情
報
が
出
る
と
、
各
地

域
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
（
猟
友
会
員
）
が

出
動
し
、
捕
獲
活
動
を
行
い
ま
す
。
捕
獲

班
の
皆
さ
ん
は
、
本
業
の
傍
ら
地
域
の
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を

通
じ
て
有
害
鳥
獣

監
視
員
が
市
内
の

見
回
り
を
し
て
い

て
、
被
害
状
況
の

調
査
や
追
い
払

い
な
ど
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

被
害
防
止
対
策
へ
の
市
の
支
援

　
被
害
を
防
止
す
る
た

め
に
、
市
で
は
次
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
電
気
柵
設
置
助
成
】

◉
対
象　
市
税
の
滞
納

が
な
い
市
民

◉
対
象
物　
電
気
柵
一
式

◉
補
助
率　
資
材
費
の
60
㌫
以
内

◉
受
付
期
間　
９
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

※ 

令
和
７
年
度
申
し
込
み
分
を
令
和
８
年

度
に
補
助
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

令
和
９
年
度
の
補
助
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

【
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
設
置
】

◉
対
象　
市
税
の
滞
納
が
な
い
３
戸
以
上

の
農
家

◉
対
象
物　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
（
貸
与
）

◉
補
助
率　
資
材
費
の
１
０
０
㌫
以
内

（
上
限
有
。
自
力
施
工
）

※ 

令
和
７
年
度
申
し
込
み
分
を
令
和
９
年

度
に
設
置
対
応

【
狩
猟
免
許
取
得
助
成
】

◉
対
象　
市
税
の
滞
納
が
な
い
市
民
で
、

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
県
内
で
狩

猟
登
録
を
行
っ
た
人

◉
補
助
率　
狩
猟
免
許
取
得
お
よ
び
狩
猟

登
録
に
係
る
経
費
の
３
分
の
２
以
内

※ 

各
支
援
策
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

　近年、市街地でもタヌキ、アナグマ、イノシシなどの野生動物が目撃されていて、農地や家庭菜園への被害
が確認されています。今回は、鳥獣被害防止対策の取り組みや市の支援事業などについて紹介します。
 ◎問い合わせ　森林保全課　☎23-2152

知って防ごう！
鳥獣被害

森林保全課
主事

川口　功
こ う

真
し ん

野生動物をすみ着かせないで
　本来は里山に生息している野生動物
ですが、すみかとなる環境があること
で住宅地にすみ着いてしまい、家庭菜
園の食害やふん害などの悪影響を及ぼ
します。
　野生動物による被害を防ぐには、食
料となる生ごみやペットの餌を外に放
置しない、雑草地のような野生動物の
隠れ場となる場所を作らないなどが大
切です。家庭でも鳥獣被害対策の取り
組みに協力ください。

有害鳥獣捕獲実績の推移 農作物被害額の推移
（単位：頭） （単位：千円）

3,206 3,0722,699

R4 R5 R6

11,182 9,6668,092

R4 R5 R6

イノシシ シカ サル

ワナの確認をする有害鳥獣監視員水田に設置した電気柵
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お
盆
の
墓
参
り 

と 

合
葬
墓

地
球
を
守
る
、
我
が
家
の
エ
コ
活

〜
私
た
ち
に
で
き
る
温
暖
化
対
策
〜

お
盆
の
墓
参
り
の
注
意
点

【
駐
車
場
と
交
通
規
制
】

　
市
営
墓
地
周
辺
の
混
雑
解
消
の
た
め
、

市
道
の
一
部
を
交
通
規
制
し
ま
す
。
駐
車

場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
家
用

車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
乗

り
合
わ
せ
の
上
、
警
備
員
の
誘
導
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
墓
地
の
臨
時
駐
車
場
に
看

板
を
設
置
し
ま
す
。
看
板
の
な
い
場
所
に

は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
身
近
な
影
響

・ 

猛
暑
日
や
熱
帯
夜
が
増
加
し
、
熱
中
症

な
ど
の
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

・
大
雨
や
台
風
な
ど
の
異
常
気
象
が
頻
発

・ 

水
不
足
や
農
作
物
の
収
穫
量
減
少
に
よ

り
食
料
価
格
が
高
騰

や
っ
て
み
よ
う
！
家
庭
で
の
エ
コ
活

　
体
調
や
天
候
に
合
わ
せ
て
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
次
の
こ
と
を
実
践
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
節
電
の
工
夫
】

・
使
わ
な
い
部
屋
の
照
明
や
冷
房
は
消
す

・ 

待
機
電
力
を
減
ら
す
た
め
、
使
わ
な
い

機
器
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

【
節
水
の
工
夫
】

・ 

歯
磨
き
や
洗
顔
時
に
水
を
出
し
っ
ぱ
な

し
に
し
な
い

・
お
風
呂
の
お
湯
は
必
要
な
分
を
沸
か
す

・
ト
イ
レ
の
大
小
レ
バ
ー
を
使
い
分
け
る

【
供
え
物
な
ど
の
処
分
】

　
お
盆
期
間
中
は
墓
参
者
が
多
く
、
墓
地

内
の
ご
み
置
き
場
が
溢あ

ふ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
供
え
物
な
ど
の
持
ち
帰
り
に
協
力

く
だ
さ
い
。
供
え
物
な
ど
を
家
庭
ご
み
と

し
て
出
す
場
合
は
、
市
の
ご
み
分
別
方
法

に
沿
っ
て
処
分
く
だ
さ
い
。
針
金
が
使
わ

れ
て
い
る
造
花
な
ど
は
「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」
で
す
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

上
長
飯
霊
地
公
園
合
葬
墓

　
本
合
葬
墓
は
、
使
用
者
か
ら
骨
壺
を
預

か
り
保
管
す
る
お
墓
で
す
。
市
で
管
理
さ

れ
る
た
め
、
使

用
者
は
掃
除
な

ど
が
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
要
件

に
該
当
す
る
人

は
、
生
前
予
約

も
可
能
で
す
。

合
葬
墓
使
用
許

可
の
際
は
、
下

表
の
使
用
料
を

納
付
く
だ
さ
い
。

【
買
い
物
・
外
出
時
の
工
夫
】

・
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る

・
外
出
時
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
く

・
食
材
は
食
べ
き
れ
る
量
だ
け
買
う

【
暮
ら
し
の
工
夫
】

・ 

カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
日
差
し
を

調
整
し
、
冷
房
効
率
を
上
げ
る

・ 

植
物
を
育
て
て
緑

を
増
や
す

・ 

家
族
や
友
人
と
エ

コ
活
の
ア
イ
デ
ア

を
共
有
す
る

市
役
所
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

　
市
で
は
、
第
三
次
都
城
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
一
人
一

人
が
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
消
費
電
力
の
削
減

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進

・
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底

・
燃
料
や
水
の
使
用
量
削
減

　

お
盆
期
間
中
の
墓
参
り
の
際
は
、
混
雑
緩
和
に
協
力
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
市
が
管
理
す
る
合
葬
墓
の
利
用
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23
-2
1
3
0

　

最
近
、「
昔
よ
り
夏
が
暑
く
な
っ
た
気
が
す
る
…
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

気
温
は
年
々
上
昇
し
て
い
て
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
表
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
（
エ
コ
活
）
が
、
未

来
の
地
球
を
守
る
力
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23
-2
1
3
0

【８月臨時駐車場開設と交通規制予定】

臨＝臨時駐車場あり、交＝交通規制あり

11日㈪ 13日㈬ 15日㈮

東墓地
（一万城町） ― 臨・交 臨・交

西墓地
（鷹尾一丁目） 臨 臨・交 臨・交

北墓地
（平江町） 臨 臨・交 臨・交

使用者の住所地・
本籍地区分

使用料
(１体当たり)

市内に住所がある 11万円

市内に本籍があり、
市外に住所がある 16万５千円
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知
っ
て
お
き
た
い「
成
年
後
見
制
度
」
８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間
で
す

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

成
年
後
見
制
度
の
種
類

　
成
年
後
見
制
度
に
は
、
法
定
後
見
と
任

意
後
見
が
あ
り
ま
す
。

　
法
定
後
見
は
、
す
で
に
判
断
能
力
が
低

下
し
た
人
が
対
象
で
、
家
庭
裁
判
所
が
成

年
後
見
人
を
選
任
し
ま
す
。
本
人
の
判
断

能
力
の
程
度
に
応
じ
て
、３
つ
の
区
分
（
後

見
・
補
佐
・
補
助
）
で
支
援
し
ま
す
。

　
一
方
、
任
意
後
見
は
、
本
人
に
十
分
な

判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
将
来
の
支
援
者

と
契
約
を
結
ぶ
も
の

で
、
判
断
能
力
が
低

下
し
た
後
に
、
そ
の

契
約
に
基
づ
い
て
支

援
が
始
ま
り
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
な
る
の
？

　
家
族
や
親
戚
な
ど
の
ほ
か
、
福
祉
や
法

律
の
専
門
家
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

地
域
の
人
や
団
体
（
法
人
）
な
ど
が
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
映
画
祭
（
無
料
）

◉
日
時　
８
月
25
日
㈪　
13
時
30
分
〜

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
定
員　
１
４
６
０
人

◉
上
映
作
品

・ 

多
様
性
の
芽
を
は
ぐ
く
む　
人
種
・
国

籍
（
ア
ニ
メ
）

・ 

パ
ウ・パ
ト
ロ
ー
ル 

ザ・

マ
イ
テ
ィ
・
ム
ー
ビ
ー

人
権
啓
発
標
語
募
集

　
人
権
を
尊
重
す
る
気
持
ち
や
豊
か
な
人

権
感
覚
を
身
に
付
け
、
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
標
語
を
募
集
し

ま
す
。

◉
募
集
部
門　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、
一
般
の
部

◉
募
集
期
間　
９
月
５
日
㈮
ま
で

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

人
権
啓
発
推
進
講
演
会
（
無
料
）

　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
真ま

北き
た
聖

子
さ
ん
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

◉
テ
ー
マ　
限
り
あ
る
人
生
を
限
り
な
く

楽
し
む
た
め
に
〜
人
生
は
U
P
to
M
E〜

◉
日
時　
８
月
４
日
㈪　
13
時
30
分
〜

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ

◉
定
員　
２
９
０
人

成
年
後
見
人
の
役
割
は
？

　
主
に
次
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
定
期
的
な
訪
問
や
生
活
の
状
況
確
認

・
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理

・ 
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

手
続
き
や
契
約
の
手
伝
い

・ 

保
険
料
・
税
金
の
支
払
い
や
お
金
の
出

し
入
れ
の
手
伝
い　
な
ど

　
ま
た
、
家
庭
裁
判
所
へ
の
報
告
義
務
も

あ
り
ま
す
。
な
お
、
食
事
の
世
話
や
介
護

な
ど
は
職
務
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
知
り
た
い
時
は
？

　
福
祉
課
、
障
が
い
福
祉
課
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
都

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
な
ど
へ
相
談
く

だ
さ
い
。　

　
ま
た
、
市
が
設
置
す
る
「
都
城
市
成
年

後
見
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
で
は
、
講
演

会
や
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
る
と
、
契

約
や
財
産
管
理
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
そ
う
し
た
人
を
法

律
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。
今
回
は
、
制
度
や
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　
　
　
　

☎
36
-８
７
１
１

 

障
が
い
福
祉
課　

☎
36
-８
７
１
５

　

県
は
、８
月
を
「
人
権
啓
発
強
調
月
間
」

と
定
め
て
い
て
、
本
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

  

◎
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

 

☎
23
-９
５
４
５

講師　真北 聖子さん

プロフィール

　16 歳で病気を発症。車い
すでの生活になるも、障がい
がある事が条件という音楽
オーディションに出会い、作
詞作曲活動を開始。以降、宮
崎を拠点に県内外のイベント
やライブに多数出演するほ
か、県内の学校や企業で講演
活動を行う。

申し込みフォーム

申し込みフォーム
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◉対象　市民
◉日時　平日および第１·３土曜日、第２·４日曜
日の９時～16時30分
【マイナちゃんカー利用手順】
①市ホームページまたは電話で予約
　ください
②市職員が自宅などの指定の場所を
　訪問。顔写真の撮影や、申請の手
　続きを行います
③ 申請後約１カ月程度でカード完成のお知らせが
届きます。市に連絡すると、届け日が決まります

予防方法
　麻しん・風しんは、１回の接種
で約95％の人が免疫を獲得する
ことができ、２回接種することで
ほとんどの人が免疫をつけること
ができます。
　市では、幼児を対象に無料の予防接種を実施し
ています。接種の際は、事前に医療機関へ予約の
上、受診ください。子どもの体調が悪い場合は、
受診を控えましょう。
◉接種回数・対象者

　もう９割の人が持って
いるマイナンバーカード。
市ではマイナちゃんカー
で自宅や施設、職場まで
訪問し、申請を支援しま
す。完成したカードは自宅などで受け取りができ
るので、市役所に行く必要がありません。

 マイナンバーサポートセンター　☎23-2774

 保健センター　☎36-5661

１回目 １歳～２歳の誕生日の前日までの人

２回目 平成 31 年４月２日～令和２年４月１日
生まれの人

「マイナちゃんカー」が
申請手続きをサポート！

麻しん・風しんを
予防しましょう

　感染すると、脳炎や難聴などの重い症状を引き
起こす可能性がある「麻しん・風しん」。子どもの
うちに、麻しん・風しん混合ワクチンの接種を受
けましょう。

総
合
支
所
や
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

◉
リ
モ
ー
ト
窓
口
と
は

　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
本
庁
舎
の
担

当
職
員
と
接
続
し
、
本
庁
舎
の
窓
口
と
同

様
に
顔
を
見
な
が
ら
の
や
り
と
り
や
書
類

の
提
示
が
で
き
る
窓
口
で
す
。

◉
受
付
時
間

　
８
時
45
分
〜
16
時
30
分

◉
開
設
場
所

・ 

総
合
支
所
（
山
之
口
、
高
城
、
山
田
、

高
崎
）

・ 

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
（
沖
水
、
志
和
池
、

庄
内
、
西
岳
、
中
郷
）

・
夏
尾
市
民
セ
ン
タ
ー

◉
利
用
方
法

　
最
寄
り
の
総
合
支
所
や
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
窓
口
で
、
希
望
す
る
手
続
き

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。予
約
は
不
要
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

◉
リ
モ
ー
ト
窓
口
で
で
き
る
主
な
手
続
き

※ 

★
印
は
、
本
年
度
か
ら
リ
モ
ー
ト
窓
口

を
導
入

 

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23
-７
１
６
１

　

市
で
は
、
遠
方
か
ら
の
市
役
所
本
庁
舎

へ
の
移
動
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
総
合

支
所
や
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
リ

モ
ー
ト
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
１
０

０
以
上
の
申
請
や
相
談
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

水
田
活
用
交
付
金
の
申
請　
な
ど

★
農
業
再
生
協
議
会
（
高
城
総
合
支
所
内
）

肉
用
牛
担
い
手
支
援
事
業
補
助
金
に
関
す

る
手
続
き　
な
ど

★
畜
産
課

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告　
な
ど

市
民
税
課

市
営
住
宅
入
居
相
談　
な
ど

住
宅
施
設
課

移
住
相
談　
な
ど

人
口
対
策
課

保
育
所
入
所
申
し
込
み　
な
ど

保
育
課

身
体
障
害
者
手
帳
の
申
請
・
自
立
支
援
医

療
（
精
神
通
院
）
手
続
き
・
重
度
心
身
障

害
者
医
療
手
続
き　
な
ど

障
が
い
福
祉
課

負
担
限
度
額
申
請
手
続
き
・
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
支
給
申
請
手
続
き
・
要
介
護
認
定

の
申
請
手
続
き　
な
ど

介
護
保
険
課
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高
崎
夏
ま
つ
り

◉
日
時　
８
月
23
日
㈯　
17
時
〜

※ 

花
火
の
打
ち
上
げ
は
20
時
30
分
開
始
。

荒
天
時
は
８
月
24
日
㈰
に
順
延

◉
場
所　
高
崎
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

◉
そ
の
他　
会
場
周
辺
は
非
常
に
混
み
合

い
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
や
臨
時
駐
車
場

（
東
霧
島
神
社
ほ
か
）
か
ら
運
行
す
る
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
利
用
く
だ
さ
い

◉
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
時
刻
表

※ 

全
駅
で
停
車
。
時
刻
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど

詳
し
く
は
、高
崎
町
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

高
崎
町
商
工
会　
☎
62
–
３
１
３
１

務
局
（
学
校
教
育
課
内
）、
各
総
合
支
所

地
域
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

三
股
町
役
場
教
育
課
、
市
内
・
三
股
町
内

の
高
校
、
都
城
高
専
、
南
九
州
大
学
都
城

キ
ャ
ン
パ
ス

※
９
月
上
旬
か
ら
配
布

10
月
１
日
㈬
〜
14
日
㈫
に
都
城
育
英

会
事
務
局　
☎
25
–
８
５
４
５

都
城
市
総
合
文
化
祭

作
品
出
展
者
・
舞
台
発
表
者

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
応
募
条
件　
都
城
圏
域
で
活
動
し
て
い

て
、
企
画
・
運
営
に
参
加
で
き
る
人

◉
発
表
者
の
決
定　
選
考
に
よ
り
決
定
し
、

郵
送
で
連
絡

【
作
品
展
示
】

◉
展
示
期
間　
11
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰

◉
内
容　
絵
画
、
写
真
、
彫
刻
、
書
道
、

華
道
、
文
芸
、
陶
芸
、
水
墨
画
な
ど

【
舞
台
発
表
】

◉
発
表
日　
11
月
９
日
㈰

◉
募
集
内
容
・
定
員　
バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス

な
ど
、
各
種
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
個

人
ま
た
は
団
体　
６
組
程
度

８
月
29
日
㈮
ま
で
に
、

地
域
振
興
課
で
配
布
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

地
域
振
興
課
に
提
出

☎
23
–
２
１
３
２

◉
時
間　
９
時
〜
14
時
50
分

◉
場
所　
障
害
者
就
労
ア
カ
デ
ミ
ー
（
鹿

児
島
市
新
屋
敷
町
）

◉
応
募
資
格　
早
期
の
就
職
や
再
就
職
を

目
指
す
、
障
が
い
が
あ
る
人
。
就
労
支
援

事
業
所
な
ど
で
支
援
を
受
け
て
い
る
人
も

受
講
可

※
10
月
17
日
㈮
に
選
考
（
面
接
）
を
実
施

◉
定
員　
６
人

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
で
配
布
す
る
入
校
願
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
８
月
４
日
㈪
〜
10
月

３
日
㈮
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提

出
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
９
６
–
44
–
２
２
０
６

令
和
８
年
度

都
城
三
股
み
ら
い
応
援
奨
学
金

◉
対
象　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

・ 

市
ま
た
は
三
股
町
出
身
で
、
保
護
者
が

市
ま
た
は
三
股
町
に
居
住
し
て
い
る

・ 

令
和
８
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
院
や
大
学
、
短
期
大
学
ま
た

は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
在
学
ま
た

は
入
学
予
定

・ 

学
業・人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難

※
応
募
は
予
約
制

◉
募
集
人
数　
30
人
程
度

◉
貸
与
額　
月
額
３
万
円
ま
た
は
５
万
円

◉
募
集
要
項
配
布
場
所　
都
城
育
英
会
事

市
町
村
対
抗
駅
伝
代
表
選
手

◉
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
居
住
・
在
勤
・
在
学

・ 

市
外
に
居
住
し
、
市
内
の
小
・
中
学
校

出
身

◉
レ
ー
ス
種
目
・
対
象

１
０
０
０
㍍
小
学
５
・
６
年
女
子

１
５
０
０
㍍
小
学
５
・
６
年
男
子
、
中
学

女
子

３
０
０
０
㍍
中
学
男
子
、
50
歳
以
上
男
子

（
１
９
７
６
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）

５
０
０
０
㍍
高
校
男
子
・
49
歳
以
下
男
子

◉
選
考
方
法　
11
月
８
日
㈯
９
時
か
ら

A

ア

カ

キ

リ

KA
KIRI  F

フ
ィ
ー
ル
ド

IELD

で
開
催
す
る
「
都
城

ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス2025

」
で
選
考

10
月
16
日
㈭
ま
で
に
、

宮
崎
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ウ
ェ
ブ
エ
ン
ト

リ
ー
で
申
し
込
み

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

　

m
iyakonojo-t_f@

btvm
.ne.jp

障
が
い
者
委
託
訓
練

就
業
実
務
科
デ
ュ
ア
ル
訓
練
４
カ
月

コ
ー
ス
（
無
料
）

◉
期
間　
11
月
５
日
㈬
〜
令
和
８
年
２
月

27
日
㈮　

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

募
　
集

テレビ番組の
案内

◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 ～　②11:50 ～　③16:50 ～　④20:50 ～　⑤22:50 ～

催
　
し

行
き
の
便

都
城
発
〜

高
崎
新
田
着

15
時
45
分
〜
16
時
８
分

17
時
41
分
〜
18
時
４
分

18
時
35
分
〜
18
時
59
分

19
時
57
分
〜
20
時
21
分

日
向
前
田
発
〜

高
崎
新
田
着

16
時
53
分
〜
16
時
59
分

18
時
24
分
〜
18
時
29
分

19
時
19
分
〜
19
時
24
分

帰
り
の
便
（
臨
時
便
）

高
崎
新
田
発
〜

都
城
着

22
時
５
分
〜
22
時
30
分

高
崎
新
田
発
〜

日
向
前
田
着

22
時
35
分
〜
22
時
41
分
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

※ 

会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。臨
時
駐

車
場
（
高
城
運
動
公
園
、Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

都
城
地
区
本
部
駐
車
場
）か
ら
運
行
す
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
く
だ
さ
い
。詳
し
く

は
、
観
音
池
ま
つ
り
実
行
委
員
会
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
を
確
認
く
だ
さ
い

観
音
池
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
58
–
６
９
０
０

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

富
松
良
夫
顕
彰
第
14
回
月
見
会
（
無
料
）

◉
日
時　
９
月
６
日
㈯　
18
時
〜
20
時

※
雨
天
時
は
９
月
13
日
㈯
に
順
延

◉
場
所　
都
城
歴
史
資
料
館

月
見
会
実
行
委
員
会
（
尾
川
）

☎
０
８
０
–
３
２
２
８
–
７
８
８
６

◉
費
用　
千
円
（
保
険・ガ
イ
ド
料
含
む
）

※
高
校
生
以
下
３
０
０
円

◉
そ
の
他　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

８
月
22
日
㈮
ま
で
に
そ
お
・
み
や
こ

ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
宮
川
）

☎
０
９
０
–
３
７
９
７
–
３
８
４
５

観
音
池
ま
つ
り

◉
日
時　
８
月
31
日
㈰

石
山
花
相
撲
14
時
〜
、
ス
テ
ー
ジ
17
時
〜

※ 

花
火
の
打
ち
上
げ
は
20
時
予
定
。
小
雨

決
行
、
荒
天
時
は
中
止

◉
場
所　
観
音
池
公
園

◉
内
容　
石
山
花
相
撲
や
地
元
出
演
者
に

よ
る
踊
り
・
演
奏
、
花
火
大
会
な
ど

総
合
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業

都
城
音
楽
村　
盆
地
の
空
に
ひ
び
く

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
２
０
２
５
（
無
料
）

◉
日
時　
８
月
24
日
㈰　
14
時
開
演

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
出
演　
ぺ
テ
ィ
エ
ー
ル　
ウ
イ
ン
ド　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
☎
23
–
７
１
４
０

巣
之
浦
川
大
滝
ツ
ア
ー

◉
日
時　
８
月
24
日
㈰　
９
時
〜
14
時

※
８
時
30
分
受
付

◉
場
所　
花
の
駅
生
駒
高
原

◉
対
象
・
定
員　
小
学
生
以
上　
30
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
申
し
込
み
順

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
見
破
れ
！

リ
ア
ル
謎
解
き
ゲ
ー
ム
（
無
料
）

　
謎
解
き
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
の
向
き
合
い
方
や
メ
デ
ィ
ア
リ

テ
ラ
シ
ー
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
８
月
23
日
㈯
、
９
月
６
日
㈯
・

21
日
㈰
、
10
月
18
日
㈯
・
26
日
㈰

16
時
〜
17
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※ 

10
月
18
日
㈯
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

◉
対
象　
小
学
生
（
親
子
参
加
可
）

◉
定
員　
各
回
５
組
（
10
人
程
度
）

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
デ
ジ
タ
ル
統
括
課

☎
23
–
２
１
５
６

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※ その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます

NPOのイベント情報
※詳しくは、市ホームページを確認ください

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
子育て講座「絵本について」
●日時　９/17㈬　10時30分～11時30分
※要申し込み
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
ベビーウルトラマン山之口～ひかり園より～
●日時　８/20㈬　９時30分～
※要申し込み
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
敬老プレゼント　カレンダー作り
●日時　８月・９月の平日
　　　　９時30分～15時30分
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
藍染め（たたき染め）
●日時　８/28㈭　10時～12時
●定員　10組　※申し込み順
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
ヤクルトさんのうん知育
●日時　９/10㈬　10時30分～
●定員　７組　※申し込み順

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 ～ 19：00

重陽の節句「後
のち
の雛

ひな
展」

●日時　９/６㈯～21㈰　10時～16時
　　　　※９/８㈪・16㈫は休館
●場所　旧後藤家商家交流資料館
●入館料　小・中学生100円、
　　　　　高校生以上200円

高城歴史文化のまちづくりフォーラム
　　☎58-6900

おひとりさまシニア女性が元気になる終活相
談会「これからの人生を明るく過ごすための
終活・相続相談」　※要申し込み
●日時　８/30㈯　10時～16時
●場所　NPO法人ライフサポート
　　　　センターHAPPY
　　　　（志比田町7190）
※対面または電話での相談可

ライフサポートセンターHAPPY（八反田）
　　☎090-2855-0482



26広報 都城 令和７年８月号

◉
そ
の
他　
③
⑤
〜
⑦
は
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
ハ
ン
カ
チ
、
保
冷
バ
ッ
グ
を
持
参

※ 

申
し
込
み
順
。
詳
し
く
は
、

都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

③
は
８
月
24
日
㈰
、
⑤
は
８
月
29
日

㈮
、
⑥
は
８
月
30
日
㈯
、
⑦
は
９
月
４
日

㈭
、
①
②
④
⑧
⑨
は
開
催
日
前
日
ま
で
に

コ
コ
ニ
ク
ル
都
城　
☎
38
–
５
５
２
９

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
全
５
回
）

◉
日
時　
９
月
３
日
㈬
〜
10
月
15
日
㈬
の

水
曜
日
の
う
ち
５
回　
10
時
〜
11
時

◉
場
所　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
１
〜

３
歳
児
と
保
護
者

◉
定
員　
20
組　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
１
組
３
千
円
（
保
険
料
含
む
。

子
ど
も
が
２
人
参
加
の
場
合
は
４
千
円
）

※ 

申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
、

費
用
は
返
金
で
き
ま
せ
ん

８
月
27
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
26
–
７
１
３
３

m
iyakonojo-taikyo@

btvm
.ne.jp

都
城
法
人
会
主
催

映
画
鑑
賞
会
（
無
料
）

◉
期
間　
９
月
14
日
㈰
〜
21
日
㈰

◉
場
所　
シ
ネ
ポ
ー
ト
都
城

◉
対
象　
市
民

◉
定
員　
３
０
０
人　
※
申
し
込
み
順

８
月
25
日
㈪
10
時
以
降

に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

都
城
法
人
会
事
務
局

☎
45
–
０
３
７
７

講
座
・
教
室

「
道
の
駅
」都
城
Ｎニ

ク

ル

ⅰ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
教
室

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

◉
日
時
・
定
員
・
費
用

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

女
性
の
が
ん
に
つ
い
て
も
っ
と
知
ろ
う

予
防
・
最
新
の
治
療
（
無
料
）

◉
日
時　
９
月
６
日
㈯　
14
時
〜
16
時
30
分

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
講
演
内
容
・
講
師
（
敬
称
略
）

※
申
し
込
み
不
要

◉
そ
の
他　
が
ん
関
連
の
認
定
看
護
師
や

薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談

も
開
催
（
13
時
〜
14
時
）

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー　

　
☎
23
–
４
１
１
１

家
族
・
友
達
・
職
場
み
ん
な
で

都
城
市
体
力
テ
ス
ト
（
無
料
）

◉
日
時　
９
月
７
日
㈰　
９
時
〜
12
時

◉
場
所　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
小
学
生
以
上

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
政
策

課　
☎
23
–
９
５
４
６

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◉
日
程
・
内
容
・
出
演

◉
時
間　
12
時
20
分
〜

◉
場
所　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

文
化
振
興
財
団　
☎
23
–
７
１
４
０

く
す
り
と
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

（
無
料
）

　
岡
本
宗
史
医
学
博
士
に
よ
る
講
演
や
健

康
薬
膳
の
料
理
教
室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◉
日
時　
８
月
24
日
㈰　
９
時
30
分
〜
14
時

※
講
演
は
10
時
30
分
〜
12
時

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
料
理
教
室
は
ま
ち
な
か
キ
ッ
チ
ン

◉
定
員　

・
講
演
会　
２
９
３
人

・
料
理
教
室　
午
前
・
午
後
各
12
人

※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他　
薬
の
相
談
・
薬
物
乱
用
防
止

啓
発
・
健
康
啓
発
・
災
害
展
示
・
学
校
薬

剤
師
体
験
な
ど
各
種
ブ
ー
ス
を
設
置

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
都
城
市
北
諸
県

郡
薬
剤
師
会

☎
25
–
２
４
５
５

都城市公式 LINEでは、イベント情報などを入手できます

催
　
し

ラジオ番組の
案内

◆MRTラジオ(AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月～金曜日(祝日を除く)　15:30 ～ 15:45

①
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

ポ
ー
ル

８
／
27
㈬　
18
時
30
分
〜
19
時
30
分

20
人　
５
０
０
円

②
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

９
／
５
㈮　
10
時
〜
11
時　
10
人

５
０
０
円

③
チ
ャ
レ
ン
ジ　
ウ
イ
ン
ナ
ー
燻く

ん
製せ
い

教
室

９
／
７
㈰　
10
時
〜
11
時
30
分　
10
人　

１
５
０
０
円

④
瞑め

い
想そ
う
と
ヨ
ガ

９
／
10
㈬　
18
時
30
分
〜
19
時
30
分

20
人　
５
０
０
円

⑤
ベ
ー
コ
ン
燻
製
教
室

９
／
12
㈮　
10
時
〜
16
時　
10
人　
７
千
円

⑥
ウ
イ
ン
ナ
ー
燻
製
教
室

９
／
13
㈯　
10
時
〜
13
時　
10
人　
３
千
円

⑦
ベ
ー
コ
ン
＆
ウ
イ
ン
ナ
ー
燻
製
教
室

９
／
18
㈭　
10
時
〜
16
時　
10
人　
９
千
円

⑧
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

９
／
19
㈮　
10
時
〜
11
時　
５
組　
５
０
０
円

⑨
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ヨ
ガ

９
／
19
㈮　
10
時
〜
11
時　
10
人　
５
０
０
円

８
／
５
㈫

バ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
・
コ
ン

ト
ラ
バ
ス

プ
ラ
ス
・
ベ
ー
ジ
ュ

８
／
26
㈫

バ
イ
オ
リ
ン

五ご

味み　
俊と
し
哉や

都
城
市
の
女
性
の
が
ん
検
診

健
康
課
職
員

宮
崎
県
の
が
ん
対
策

都
城
保
健
所
職
員

分
娩
管
理
と
子
宮
・
卵
巣
の
手
術

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
医
長

古
田
賢

特
別
講
演　
若
い
女
性
に
多
い
が
ん
に
つ
い

て
理
解
し
よ
う

宮
崎
県
立
看
護
大
学　
専
門
基
礎
分
野
教
授

川
越
靖
之
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

認
知
症
家
族
支
援
「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時　
９
月
６
日
㈯　
13
時
〜
15
時　

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

◉
定
員　
25
人　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容　
症
状
に
合
わ
せ
た
関
わ
り
方

９
月
４
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学
園

☎
38
–
４
８
１
１

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
（
無
料
）

　
悩
ん
で
い
る
人
が
自
殺
の
扉
「
ゲ
ー

ト
」
を
開
か
な
い
よ
う
に
入
り
口
を
守
る

「
キ
ー
パ
ー
」
と
な
る
人
を
育
成
し
ま
す
。

◉
日
時　
９
月
９
日
㈫　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
市
役
所
南
別
館

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

９
月
５
日
㈮
ま
で
に
障
が
い
福
祉
課

☎
36
–
８
７
１
５

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
文
化
振
興
事
業

ま
ち
ク
ッ
ク

　
都
城
圏
域
の
食
の
プ
ロ
か
ら
、
料
理
の

コ
ツ
や
技
を
直
接
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
程　
９
月
か
ら
随
時
開
催

◉
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
ち

な
か
キ
ッ
チ
ン

※ 

詳
し
く
は
、
ま
ち
な
か
情

報
サ
イ
ト
「
ま
ち
た
ん
」

を
確
認
く
だ
さ
い

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

　
☎
21
–
６
１
２
１

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験

会
（
無
料
）

◉
日
時　
①
９
月
９
日
㈫
、②
９
月
12
日
㈮

10
時
15
分
〜
11
時
45
分　
※
10
時
受
付

◉
場
所　
①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
、

②
五
十
市
地
区
公
民
館

◉
対
象　
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
市
民

◉
定
員　
各
回
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他　
運
動
に
適
し
た

服
装
と
靴
で
、
飲
み
物
と
タ

オ
ル
を
持
参

電
話
ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
い
き
い
き
長
寿
課　
☎
23
–
３
１
８
４

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育

講
習
（
無
料
）

◉
日
時　
９
月
10
日
㈬　
９
時
〜
17
時

◉
場
所　
祝
吉
地
区
公
民
館
（
学
科
）、老

人
い
こ
い
の
家
（
実
技
・
郡
元
町
）

◉
対
象　
令
和
８
年
３
月
31
日
時
点
で
満

60
歳
以
上
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
ま
た
は
入
会
を
検
討
し
て
い
る
市

内
在
住
の
人

◉
定
員　
10
人　
※
申
し
込
み
順

８
月
29
日
㈮
ま
で
に
都
城
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
セ
ン

タ
ー（
〒
885
–
０
０
０
１　
下
長
飯
町
１
９

１
６
–
１
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス

☎
25
–
１
０
０
０　
℻   

25
–
１
０
０
１

陶
芸
工
房
「
幸ゆ
き

の
陶と
う

」
陶
芸
教
室

◉
内
容
・
日
時
・
製
作
時
間
・
費
用

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
☎
58
–
６
１
５
０

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

き
ら
り
体
験
教
室

◉
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
持
参
物

８
月
22
日
㈮
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　
☎
23
–
２
０
０
１

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー　
お
こ
づ
か
い

か
ら
学
ぶ
、
お
金
の
話
（
無
料
）

◉
日
時　
８
月
16
日
㈯　
10
時
30
分
〜
12
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象　
市
内
の
小
学
4
〜
6
年
生
と
保
護
者

◉
定
員　
15
組　
※
申
し
込
み
順

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
地
域
振
興
課　

☎
23
–
２
１
２
１

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
よ
う

親
子
で
学
ぶ
防
災
講
座
（
無
料
）

◉
日
時　
８
月
19
日
㈫　
10
時
〜
12
時　

◉
場
所　
都
城
商
工
会
議
所

◉
対
象　
小
学
4
年
生
以
上
と
保
護
者

◉
定
員　
30
組　
※
申
し
込
み
順

８
月
15
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電

話
で
都
城
商
工
会
議
所　

☎
23
–
０
０
０
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座
（
無
料
・
全
５
回
）

◉
日
時　
９
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
17
日

㈬
・
25
日
㈭　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※ 

９
月
９
日
㈫
〜
16
日
㈫
の
い
ず
れ
か
で

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
１
回
受
講

◉
場
所　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◉
定
員　
30
人　
※
要
申
し
込
み

８
月
25
日
㈪
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26
–
３
８
１
０

す
こ
や
か
太
極
拳
（
全
10
回
）

９
／
４
㈭
・
11
㈭
・
18
㈭
・
25
㈭
、
10
／
２
㈭
・

９
㈭
・
16
㈭
・
23
㈭
・
30
㈭
、
11
／
６
㈭

13
時
〜
14
時
30
分　
沖
水
地
区
公
民
館

15
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
５
千
円
（
初

回
全
納
）　
飲
み
物
、
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

無
添
加
料
理
　
野
菜
の
な
め
ろ
う
風
（
指
導

者
に
よ
る
実
演
教
室
・
試
食
あ
り
）

９
／
８
㈪　
10
時
〜
12
時　
五
十
市
地
区
公

民
館　
10
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
千
円

飲
み
物
、
筆
記
用
具

手
形
足
形
ア
ー
ト
で
あ
そ
ぼ
う

９
／
９
㈫
、
10
／
14
㈫
、
11
／
11
㈫
、

12
／
９
㈫　
10
時
〜
11
時
30
分　
ま
ち
な
か

交
流
セ
ン
タ
ー　
各
10
人　
※
５
人
以
上
で

開
催　
各
千
円

カ
レ
ー
皿

８
／
１
㈮
〜
31
㈰　
※
水
曜
日
除
く

10
時
〜　
60
分
程
度　
２
５
０
０
円

ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ

８
月
の
毎
週
日
曜
日　
13
時
〜

60
分
程
度　
２
５
０
０
円
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

認
知
症
家
族
支
援
「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時　
９
月
６
日
㈯　
13
時
〜
15
時　

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

◉
定
員　
25
人　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容　
症
状
に
合
わ
せ
た
関
わ
り
方

９
月
４
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学
園

☎
38
–
４
８
１
１

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
（
無
料
）

　
悩
ん
で
い
る
人
が
自
殺
の
扉
「
ゲ
ー

ト
」
を
開
か
な
い
よ
う
に
入
り
口
を
守
る

「
キ
ー
パ
ー
」
と
な
る
人
を
育
成
し
ま
す
。

◉
日
時　
９
月
９
日
㈫　
10
時
〜
12
時

◉
場
所　
市
役
所
南
別
館

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

９
月
５
日
㈮
ま
で
に
障
が
い
福
祉
課

☎
36
–
８
７
１
５

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
文
化
振
興
事
業

ま
ち
ク
ッ
ク

　
都
城
圏
域
の
食
の
プ
ロ
か
ら
、
料
理
の

コ
ツ
や
技
を
直
接
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
程　
９
月
か
ら
随
時
開
催

◉
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
ち

な
か
キ
ッ
チ
ン

※ 

詳
し
く
は
、
ま
ち
な
か
情

報
サ
イ
ト
「
ま
ち
た
ん
」

を
確
認
く
だ
さ
い

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

　
☎
21
–
６
１
２
１

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
体
験

会
（
無
料
）

◉
日
時　
①
９
月
９
日
㈫
、②
９
月
12
日
㈮

10
時
15
分
〜
11
時
45
分　
※
10
時
受
付

◉
場
所　
①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
、

②
五
十
市
地
区
公
民
館

◉
対
象　
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
市
民

◉
定
員　
各
回
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他　
運
動
に
適
し
た

服
装
と
靴
で
、
飲
み
物
と
タ

オ
ル
を
持
参

電
話
ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
い
き
い
き
長
寿
課　
☎
23
–
３
１
８
４

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育

講
習
（
無
料
）

◉
日
時　
９
月
10
日
㈬　
９
時
〜
17
時

◉
場
所　
祝
吉
地
区
公
民
館
（
学
科
）、老

人
い
こ
い
の
家
（
実
技
・
郡
元
町
）

◉
対
象　
令
和
８
年
３
月
31
日
時
点
で
満

60
歳
以
上
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
ま
た
は
入
会
を
検
討
し
て
い
る
市

内
在
住
の
人

◉
定
員　
10
人　
※
申
し
込
み
順

８
月
29
日
㈮
ま
で
に
都
城
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
セ
ン

タ
ー（
〒
885
–
０
０
０
１　
下
長
飯
町
１
９

１
６
–
１
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス

☎
25
–
１
０
０
０　
℻   
25
–
１
０
０
１

陶
芸
工
房
「
幸ゆ
き

の
陶と
う

」
陶
芸
教
室

◉
内
容
・
日
時
・
製
作
時
間
・
費
用

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
☎
58
–
６
１
５
０

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

き
ら
り
体
験
教
室

◉
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
持
参
物

８
月
22
日
㈮
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　
☎
23
–
２
０
０
１

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー　
お
こ
づ
か
い

か
ら
学
ぶ
、
お
金
の
話
（
無
料
）

◉
日
時　
８
月
16
日
㈯　
10
時
30
分
〜
12
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
対
象　
市
内
の
小
学
4
〜
6
年
生
と
保
護
者

◉
定
員　
15
組　
※
申
し
込
み
順

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
地
域
振
興
課　

☎
23
–
２
１
２
１

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
よ
う

親
子
で
学
ぶ
防
災
講
座
（
無
料
）

◉
日
時　
８
月
19
日
㈫　
10
時
〜
12
時　

◉
場
所　
都
城
商
工
会
議
所

◉
対
象　
小
学
4
年
生
以
上
と
保
護
者

◉
定
員　
30
組　
※
申
し
込
み
順

８
月
15
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電

話
で
都
城
商
工
会
議
所　

☎
23
–
０
０
０
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座
（
無
料
・
全
５
回
）

◉
日
時　
９
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
17
日

㈬
・
25
日
㈭　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※ 

９
月
９
日
㈫
〜
16
日
㈫
の
い
ず
れ
か
で

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
１
回
受
講

◉
場
所　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◉
定
員　
30
人　
※
要
申
し
込
み

８
月
25
日
㈪
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26
–
３
８
１
０

す
こ
や
か
太
極
拳
（
全
10
回
）

９
／
４
㈭
・
11
㈭
・
18
㈭
・
25
㈭
、
10
／
２
㈭
・

９
㈭
・
16
㈭
・
23
㈭
・
30
㈭
、
11
／
６
㈭

13
時
〜
14
時
30
分　
沖
水
地
区
公
民
館

15
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
５
千
円
（
初

回
全
納
）　
飲
み
物
、
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

無
添
加
料
理
　
野
菜
の
な
め
ろ
う
風
（
指
導

者
に
よ
る
実
演
教
室
・
試
食
あ
り
）

９
／
８
㈪　
10
時
〜
12
時　
五
十
市
地
区
公

民
館　
10
人　
※
５
人
以
上
で
開
催　
千
円

飲
み
物
、
筆
記
用
具

手
形
足
形
ア
ー
ト
で
あ
そ
ぼ
う

９
／
９
㈫
、
10
／
14
㈫
、
11
／
11
㈫
、

12
／
９
㈫　
10
時
〜
11
時
30
分　
ま
ち
な
か

交
流
セ
ン
タ
ー　
各
10
人　
※
５
人
以
上
で

開
催　
各
千
円

カ
レ
ー
皿

８
／
１
㈮
〜
31
㈰　
※
水
曜
日
除
く

10
時
〜　
60
分
程
度　
２
５
０
０
円

ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ

８
月
の
毎
週
日
曜
日　
13
時
〜

60
分
程
度　
２
５
０
０
円



28広報 都城 令和７年８月号

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

　
健
診
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
市
が
指

定
し
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
「
道

の
駅
」
都
城
Ｎ
ⅰ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
商
品
券
千
円

分
が
も
ら
え
ま
す
。

◉
定
員　
２
８
０
人　
※
申
し
込
み
順

◉
申
込
期
間　
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮
ま

で※ 

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

健
康
課　
☎
23
–
２
７
６
５

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

◉
日
時　
９
月
１
日
㈪
〜
12
月
22
日
㈪
の

毎
週
月
・
水
曜
日　
※
祝
日
を
除
く

◉
場
所　
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
太
郎
坊
町
）

◉
対
象　
本
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
な
る
女
性　
※
対
象
者
に
は

検
診
案
内
を
７
月
末
に
送
付
済

◉
定
員　
各
33
人　
※
申
し
込
み
順

◉
検
診
料　
４
０
０
円

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
「
生
活
保
護
受

給
者
証
明
書
」（
保
護
課
発
行
）、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
は
「
各
種
検
診
自

己
負
担
金
免
除
通
知
書
」（
健
康
課
発

行
）
に
よ
り
、
検
診
料
免
除

検
診
希
望
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
予
約
フ
ォ
ー
ム
、

電
話
ま
た
は
健
康
課
窓
口　

☎
23
–
２
７
６
５

※
家
族
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
も
可

◉
定
員　
３
人　
※
申
し
込
み
順

都
城
保
健
所　
☎
23
–
４
５
０
４

お
知
ら
せ

障
が
い
者
（
児
）
の
各
種
手
当

所
得
状
況
届
の
提
出

　
特
別
障
害
者
手
当
や
障
害
児
福
祉
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、

所
得
状
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い
。

◉
提
出
期
間　
８
月
12
日
㈫
〜
29
日
㈮

８
時
45
分
〜
16
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◉
提
出
場
所　
障
が
い
福
祉
課
、
各
総
合

支
所
地
域
生
活
課

※ 

対
象
者
で
「
受
給
者
へ
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
て
い
な
い
人
や
、
入
院
、
施
設

に
入
所
し
た
人
は
、
障
が
い
福
祉
課
へ

連
絡
く
だ
さ
い

障
が
い
福
祉
課　
☎
23
–
２
９
８
０

関
之
尾
プ
ー
ル
の
夏
営
業

　
夏
限
定
の
冷
た
い
井
戸
水
の
プ
ー
ル
で

思
い
っ
き
り
遊
び
ま
せ
ん
か
。

◉
営
業
日
時　
８
月
31
日
㈰
ま
で　
10
時

〜
16
時　
※
水
曜
日
定
休
（
８
月
13
日
㈬

を
除
く
）、
火
曜
日
は
15
時
30
分
ま
で

◉
利
用
料　
未
就
学
児
50
円
、
小
・
中
学

生
１
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
円

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
都
城
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー

ル
ド　
☎
57
–
８
８
８
１

ア
と
し
て
登
録
で
き
る
人

◉
定
員　
10
人　
※
要
申
し
込
み

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
り
ん
ご
の
木
（
山

之
口
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
・
℻   

57
–
３
２
９
８

kosodate_yam
anokuchi@

yahoo.co.jp

鶏
・
豚
肉
の
燻
製
・
ア
イ
ス
加
工
体
験

◉
日
程　
10
月
２
日
㈭
〜
12
月
19
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◉
場
所　
高
崎
縄
瀬
地
区
活
性
化
セ
ン

タ
ー

◉
定
員　
１
日
１
グ
ル
ー
プ
（
５
〜
８
人

程
度
）

◉
費
用　
１
人
当
た
り
１
１
０
０
円
（
材

料
費
別
途
必
要
）

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

９
月
１
日
㈪
以
降
の
月
〜

金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
の
９
時
〜
15
時
30

分
に
受
付
専
用
電
話　
☎
62
–
０
３
１
９

高
崎
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　
☎
62
–
１
１
１
３

相
　
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

◉
日
時　
８
月
21
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◉
場
所　
都
城
保
健
所

◉
対
象　
保
健
師
が
事
前
に
相
談
を
受
け
、

医
師
へ
の
相
談
が
必
要
と
判
断
し
た
人

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
講
座
（
無
料
）

　
障
害
な
ど
の
経
験
を
持
つ

仲
間
で
支
え
合
う
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
。
当
事
者
を
支
え
る
地
域

づ
く
り
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◉
テ
ー
マ
・
日
時

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
対
象　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
関
心
が
あ
る
人

◉
定
員　
各
回
１
０
０
人　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
、
都
城
市
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
ぽ
か
ぽ
か

☎
36
–
８
０
０
５

子
育
て
支
援
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
（
無
料
）

　
市
内
の
未
就
学
児
が
い
る
家
庭
を
訪
問

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

◉
日
時　
９
月
９
日
㈫
・
16
日
㈫
・
24
日

㈬
・
30
日
㈫
、
10
月
６
日
㈪
・
14
日
㈫
・

21
日
㈫　
10
時
〜
16
時

◉
場
所　
山
之
口
総
合
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
す
べ
て
の
講
座
を
受
講
で
き
、市

内
の
子
育
て
家
庭
へ
の
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ

都城市公式 Instagramでは、旬の情報を発信しています

講
座
・
教
室

人
と
つ
な
が
る
た
め
の
対
話
〜
人
々
の
リ
カ

バ
リ
ー
を
目
指
し
て
〜

９
／
15
㈪　
13
時
30
分
〜
16
時

や
っ
て
み
よ
う
　
私
た
ち
の
ピ
ア
活
動

10
／
４
㈯　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
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定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足
額
給

付
）

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減
税
調

整
給
付
（
当
初
給
付
）
の
支
給
額
に
不
足

が
生
じ
た
場
合
な
ど
に
、
追
加
で
不
足
分

を
給
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
全
て
を
満
た
す
人
に
対
す

る
給
付
も
行
い
ま
す
。

・ 

本
人
お
よ
び
税
法
上
の
扶
養
親
族
が
定

額
減
税
対
象
外

・ 

令
和
５
・
６
年
度
の
低
所
得
者
世
帯
給

付
金
の
対
象
世
帯
に
該
当
し
な
い

※ 

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
、

確
認
書
な
ど
を
８
月
中
に

順
次
送
付
予
定
。
詳
し
く

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
担
当

　
☎
36
–
８
７
３
１

６
次
産
業
化
な
ど
の
商
品
開
発
・
販

売
相
談
窓
口
を
活
用
く
だ
さ
い

　
６
次
産
業
化
な
ど
に
新
た
に
挑
戦
し
た

い
人
や
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
て
課
題
を

解
決
し
た
い
人
は
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ

Ｑ
Ｌ
Ｌ
に
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
日
時　
月
〜
金
曜
日　
９
時
〜
16
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

◉
対
象　
市
内
の
生
産
者
・
事
業
者

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
コ
コ
ニ
ク
ル

都
城　
☎
38
–
５
５
２
９

info@
coconiqll.co.jp

月日 医療機関名 町名 電話番号

8/24
㈰

政所医院（小・内） 高城町 58-2171
松山医院（内・呼・リウ） 上川東 24-1046
瀬ノ口医院（内・消） 姫城町 25-5155
一心外科医院（外・胃・肛・内）三股町 52-7788
江夏整形外科クリニック
（整・リウ・リハ） 三股町 51-1122

くぼた眼科 南鷹尾町 26-3100
さいとう歯科 志比田町 26-8148

8/31
㈰

山内小児科医院 上 町 22-0048
やまさき医院（内） 都原町 25-7780
都城在宅医療クリニック（内）南横市町 58-9808
福島外科胃腸科整形外科医院 都北町 38-1633
都城明生病院（泌） 金田町 38-1120
あきづき医院（精） 上水流町 36-0534
シゲシロ歯科医院 早鈴町 24-7833

９/７
㈰

児玉小児科 花繰町 25-5570
坂元医院（内・胃） 牟田町 22-0360
三州病院（内） 花繰町 22-0230
はまだクリニック（外・胃・肛）祝吉町 45-2266
池之上整形外科（整・リハ・
リウ） 上川東 23-2311

もりぞの耳鼻咽喉科 甲斐元町 36-6036
園田鷹尾歯科医院 南鷹尾町 23-9564

９/14
㈰

早水公園クリニック（内・小・
外・消・アレ） 早水町 36-6117

伊達クリニック（内・循） 牟田町 36-7088
ホームクリニックみまた
（内・呼） 三股町 52-1348

吉松病院（外・整） 蔵原町 25-1500
さかいクリニック形成外科・
皮ふ科 大王町 57-0155

いわよし耳鼻咽喉科クリニック 千 町 36-5555
柴田歯科医院 平江町 26-5858

月日 医療機関名 町名 電話番号

９/15
㈪

志々目医院（内・小） 山之口町 57-2004
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 21-5000
田中隆内科（内・泌） 三股町 52-0301
柳田病院（外） 東 町 22-4862
速見泌尿器科医院 妻ケ丘町 24-8344
たき心療内科クリニック
（心内・精・神内） 若葉町 46-9191

稲田歯科医院 祝吉町 22-8811

９/21
㈰

はしぐち小児科 都原町 24-5500
有川呼吸器内科医院 上川東 24-6677
長倉医院（内） 三股町 52-2109
まつもと心臓血管外科クリ
ニック（循外・内） 東 町 36-8926

小牧病院（整） 立野町 24-1212
野田医院（産・婦） 蔵原町 24-8553
みまた陽だまり歯科 三股町 57-6700

医療情報ネット

8/24㈰ 高城、ふれあい川東、姫城、たかお
コアファーマシー（三股町）、みまたさくら

8/31㈰
上町おおた、そうごう都原、都北町、
都城ドライブスルー（祝吉町）、
すずかけ（上水流町）

９/７㈰ はなぐり、かじや牟田町、ひゅうが（花繰町）、
チェロ（上川東）、ひむか甲斐元町

９/14㈰ はやみず、ハロー牟田町、サンライト三股、
上町おおた、大王町、いわよし（千町）

９/15㈪ とまと都城（南鷹尾町）、東町、
妻ヶ丘、わかば（上東町）

９/21㈰
ウエスト（都原町）、そうごう上川東、
そうごう三股仲町、アウルズ東町、
くげ（立野町）

●休日当番薬局　※（　）内は町名

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会は
☎25-4100）で確認ください

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00　※歯科は17：00まで

◎ 医療情報ネット（ナビイ）
も利用ください
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定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足
額
給

付
）

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減
税
調

整
給
付
（
当
初
給
付
）
の
支
給
額
に
不
足

が
生
じ
た
場
合
な
ど
に
、
追
加
で
不
足
分

を
給
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
全
て
を
満
た
す
人
に
対
す

る
給
付
も
行
い
ま
す
。

・ 

本
人
お
よ
び
税
法
上
の
扶
養
親
族
が
定

額
減
税
対
象
外

・ 

令
和
５
・
６
年
度
の
低
所
得
者
世
帯
給

付
金
の
対
象
世
帯
に
該
当
し
な
い

※ 

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
、

確
認
書
な
ど
を
８
月
中
に

順
次
送
付
予
定
。
詳
し
く

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
担
当

　
☎
36
–
８
７
３
１

６
次
産
業
化
な
ど
の
商
品
開
発
・
販

売
相
談
窓
口
を
活
用
く
だ
さ
い

　
６
次
産
業
化
な
ど
に
新
た
に
挑
戦
し
た

い
人
や
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
て
課
題
を

解
決
し
た
い
人
は
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ

Ｑ
Ｌ
Ｌ
に
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
日
時　
月
〜
金
曜
日　
９
時
〜
16
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

◉
対
象　
市
内
の
生
産
者
・
事
業
者

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
コ
コ
ニ
ク
ル

都
城　
☎
38
–
５
５
２
９

info@
coconiqll.co.jp

月日 医療機関名 町名 電話番号

8/24
㈰

政所医院（小・内） 高城町 58-2171
松山医院（内・呼・リウ） 上川東 24-1046
瀬ノ口医院（内・消） 姫城町 25-5155
一心外科医院（外・胃・肛・内）三股町 52-7788
江夏整形外科クリニック
（整・リウ・リハ） 三股町 51-1122

くぼた眼科 南鷹尾町 26-3100
さいとう歯科 志比田町 26-8148

8/31
㈰

山内小児科医院 上 町 22-0048
やまさき医院（内） 都原町 25-7780
都城在宅医療クリニック（内）南横市町 58-9808
福島外科胃腸科整形外科医院 都北町 38-1633
都城明生病院（泌） 金田町 38-1120
あきづき医院（精） 上水流町 36-0534
シゲシロ歯科医院 早鈴町 24-7833

９/７
㈰

児玉小児科 花繰町 25-5570
坂元医院（内・胃） 牟田町 22-0360
三州病院（内） 花繰町 22-0230
はまだクリニック（外・胃・肛）祝吉町 45-2266
池之上整形外科（整・リハ・
リウ） 上川東 23-2311

もりぞの耳鼻咽喉科 甲斐元町 36-6036
園田鷹尾歯科医院 南鷹尾町 23-9564

９/14
㈰

早水公園クリニック（内・小・
外・消・アレ） 早水町 36-6117

伊達クリニック（内・循） 牟田町 36-7088
ホームクリニックみまた
（内・呼） 三股町 52-1348

吉松病院（外・整） 蔵原町 25-1500
さかいクリニック形成外科・
皮ふ科 大王町 57-0155

いわよし耳鼻咽喉科クリニック 千 町 36-5555
柴田歯科医院 平江町 26-5858

月日 医療機関名 町名 電話番号

９/15
㈪

志々目医院（内・小） 山之口町 57-2004
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 21-5000
田中隆内科（内・泌） 三股町 52-0301
柳田病院（外） 東 町 22-4862
速見泌尿器科医院 妻ケ丘町 24-8344
たき心療内科クリニック
（心内・精・神内） 若葉町 46-9191

稲田歯科医院 祝吉町 22-8811

９/21
㈰

はしぐち小児科 都原町 24-5500
有川呼吸器内科医院 上川東 24-6677
長倉医院（内） 三股町 52-2109
まつもと心臓血管外科クリ
ニック（循外・内） 東 町 36-8926

小牧病院（整） 立野町 24-1212
野田医院（産・婦） 蔵原町 24-8553
みまた陽だまり歯科 三股町 57-6700

医療情報ネット

8/24㈰ 高城、ふれあい川東、姫城、たかお
コアファーマシー（三股町）、みまたさくら

8/31㈰
上町おおた、そうごう都原、都北町、
都城ドライブスルー（祝吉町）、
すずかけ（上水流町）

９/７㈰ はなぐり、かじや牟田町、ひゅうが（花繰町）、
チェロ（上川東）、ひむか甲斐元町

９/14㈰ はやみず、ハロー牟田町、サンライト三股、
上町おおた、大王町、いわよし（千町）

９/15㈪ とまと都城（南鷹尾町）、東町、
妻ヶ丘、わかば（上東町）

９/21㈰
ウエスト（都原町）、そうごう上川東、
そうごう三股仲町、アウルズ東町、
くげ（立野町）

●休日当番薬局　※（　）内は町名

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会は
☎25-4100）で確認ください

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00　※歯科は17：00まで

◎ 医療情報ネット（ナビイ）
も利用ください
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マイナンバーカードを
あなたの iPhoneの中に！

療
制
度
加
入
者
が
対
象
。
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

◉
受
付
時
間　
９
時
〜
11
時

◉
定
員　
①
56
人
、
②
各
70
人
、
③
④
な

し◉
検
診
料　
①
１
４
０
０
円
、
②
③
無
料
、

④
５
０
０
円

予
約
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

ま
た
は
健
康
課
窓
口

☎
23
–
２
７
６
５

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

ソ
フ
ト
事
業
は
随
時
、

ハ
ー
ド
事
業
は
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
み
や

こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

☎
23
–
２
１
９
３

９
月
の
巡
回
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

◉
受
付
時
間　
①
９
時
30
分
〜
11
時
20
分
、

②
13
時
〜
15
時
20
分
、
③
13
時
30
分
〜
15

時
50
分
、
④
17
時
〜
19
時
20
分

◉
定
員　
①
24
人
、
②
③
④
30
人

◉
検
診
料　
２
千
円

【
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
】

◉
対
象　
20
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

お
知
ら
せ

対
象
者
、
個
別
通
知
者　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

◉
受
付
時
間　
①
９
時
30
分
〜
10
時
20
分
、

②
13
時
〜
13
時
50
分

◉
定
員　
①
80
人
、
②
50
人

◉
検
診
料　
千
円

【
①
胃
が
ん
検
診
、②
特
定
・
後
期
高
齢
者

健
診
、
③
肺
が
ん
検
診
、
④
大
腸
が
ん
検

診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

※ 

②
は
国
保
加
入
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　
付
加
年
金
は
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険

料
に
加
え
４
０
０
円
の
付
加
年
金
保
険
料

を
納
め
る
と
老
後
の
年
金
に
付
加
年
金

（
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
）
が

毎
年
上
乗
せ
さ
れ
る
お
得
な
制
度
で
す
。

　
付
加
年
金
保
険
料
は
、
国
民
年
金
第
1

号
被
保
険
者
と
任
意
加
入
被
保
険
者
（
65

歳
以
上
の
人
を
除
く
）
が
納
付
で
き
、
納

付
開
始
は
加
入
を
申
し
込
ん
だ
月
の
分
か

ら
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い

保
険
年
金
課　
☎
23
–
２
６
２
９

６
次
産
業
化
や
商
品
開
発
を
支
援

都
城
も
え
産
品
開
発
事
業

◉
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
個

人
や
法
人
、
団
体

① 

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
市
内
の
農
林

畜
産
業
者

② 

農
商
工
連
携
に
取
り
組
む
市
内
の
中
小

企
業

◉
対
象
事
業
・
補
助
率

■自治公民館に加入しましょう！

９
／
４
㈭
②
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
／
８
㈪
①
②
祝
吉
地
区
公
民
館

９
／
16
㈫
①
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

③
庄
内
地
区
公
民
館

９
／
29
㈪
①
②
五
十
市
地
区
公
民
館

９
／
８
㈪
①
②
祝
吉
地
区
公
民
館

９
／
29
㈪
①
②
五
十
市
地
区
公
民
館

９
／
26
㈮
沖
水
地
区
公
民
館

ソ
フ
ト
事
業

新
商
品
開
発
や
展
示
会
へ
の
出
展
な
ど

１
／
２
以
内　
①
上
限
30
万
円
、
②
上
限
50

万
円

ハ
ー
ド
事
業

新
商
品
開
発
に
関
わ
る
機
械
設
備
の
導
入
・

施
設
整
備　
１
／
３
以
内

上
限
３
０
０
万
円

①電子証明書機能
　マイナンバーカードの電子証明書と同等のものを
iPhoneに格納できるため、マイナポータルでの各
種手続きやコンビニでの証明書発行がスマホ一つで
完結します。
　さらに、iPhone の「FaceID」や「TouchID」
と連携することで、パスワード入力の手間なく簡単
に認証できます。
②属性証明機能
　氏名や住所などの券面記載情報を市役所窓口な
どに送信できるようになるため、本人確認がよりス
ムーズになります。
※ 詳しくは、市ホームページを確認くだ
さい

　iPhoneにマイナンバーカード機能を搭載できる
ようになりました。今回は、本サービスの２つの便
利な機能を紹介します。

 マイナンバーカードサポートセンター
　 ☎ 23-2774

国際交流員国際交流員のの
ひとりごとひとりごと

安全・安心
情報情報 Safety and securit

y

information

読者のお便り読者のお便り

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

※ 応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問などの回答、
アンケート結果の活用以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代・20～30代・40～50代・60～70代・80代以上

◉ ８月号で特に興味を持ったページのタイトル

◉ ８月号を読んでのわたしの一言

◉ 広報都城に対する満足度を教えてください
　 ※8月号を含む最近（ここ1年程度）の広報紙全体の満足度
□満足　　□どちらかと言えば満足　　□どちらかと言えば不満　　□不満

　表紙の霧島山の風景が素晴らしいです。故郷
の山田町を離れ、大阪に住んで63年。それでも
やはり、都城が一番です。
 （大阪府寝屋川市　M.Hさん）

　農業委員や歴史観光ガイドなどに社会参画す
る女性の姿を頼もしく感じました。生涯現役で、
生き生きとされていますね。
 （宮崎市　マカロンママさん）

　「企業の力」の記事にある「寄り添う」という
テーマに共感。私も人の悩みを聞くボランティ
アとして、この姿勢を大切にしていきたいです。
 （平塚町　チューリップさん）

　霧島酒造スポーツランド都城、高速道路から
も見えて壮観です。子どもと一緒に走ってみた
いです。隠れぼんちくんも探しに行きます。
 （LINE投稿　ゆぅーちゃんさん）

◎問い合わせ　
　総務課
　☎ 23-7183

①車道が原則、左側通行。歩道は例外、歩行者優先
　歩道と車道の区別のある道路では、自転車は車
道の左側通行が原則です。例外的に歩道を通行す
る場合は、車道側を徐行して、歩行者の通行を妨
げる時は一時停止しましょう。
②交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
　信号機のある交差点では信号に従い、道路標識な
どで一時停止が必要な場所では、必ず一時停止して
安全を確認しましょう。
③夜間はライトを点灯
④飲酒運転の禁止
⑤ヘルメットの着用
　自転車事故による被害を軽減するためには、頭
部を守ることが重要です。自分が自転車に乗る時
はもちろん、子どもを自転車に乗せるときにも、
必ずヘルメットを着用させましょう。

６月号に寄せられた皆
さんからのお便りを紹介し
ます

自転車は「車両」です。自転車安全利用
五則を守って、安全に利用しましょう！

国際交流の架け橋に

謝
シャ

　均
キン

妮
ジ

さん
（中国）

母智丘公園から霧島連山を
眺める謝均妮さん

　你
ニイハオ

好！初めまして。今年の４月に国際交流員に着任
した中国重慶市出身の謝均妮です。
　都城に来てまず感じたのは、澄んだ空気と広がる緑、
そして穏やかな気候がもたらす心地良さです。重慶も山
が多く自然に囲まれた土地で、都城とどこか共通する雰
囲気を感じています。今後は、SNSなどを通じて都城の
自然や歴史の美しさを中国に向けて発信したり、中国の
文化や言葉を楽しみながら知ってもらえるような場を設
けたりしたいです。学校訪問に加えて、中国語講座や料
理教室なども計画していますので、興味のある人はぜひ
参加ください。友好交流都市である都城と重慶市江津区
の歴史や絆を大切にしながら、両国の架け橋となれるよ
う頑張っていきます。よろしくお願いします。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎ 23-2295

（自由意見）
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▼
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沿
っ
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お
切
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く
だ
さ
い
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　農業委員や歴史観光ガイドなどに社会参画す
る女性の姿を頼もしく感じました。生涯現役で、
生き生きとされていますね。
 （宮崎市　マカロンママさん）

　「企業の力」の記事にある「寄り添う」という
テーマに共感。私も人の悩みを聞くボランティ
アとして、この姿勢を大切にしていきたいです。
 （平塚町　チューリップさん）

　霧島酒造スポーツランド都城、高速道路から
も見えて壮観です。子どもと一緒に走ってみた
いです。隠れぼんちくんも探しに行きます。
 （LINE投稿　ゆぅーちゃんさん）

◎問い合わせ　
　総務課
　☎ 23-7183

①車道が原則、左側通行。歩道は例外、歩行者優先
　歩道と車道の区別のある道路では、自転車は車
道の左側通行が原則です。例外的に歩道を通行す
る場合は、車道側を徐行して、歩行者の通行を妨
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④飲酒運転の禁止
⑤ヘルメットの着用
　自転車事故による被害を軽減するためには、頭
部を守ることが重要です。自分が自転車に乗る時
はもちろん、子どもを自転車に乗せるときにも、
必ずヘルメットを着用させましょう。

６月号に寄せられた皆
さんからのお便りを紹介し
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自転車は「車両」です。自転車安全利用
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国際交流の架け橋に

謝
シャ

　均
キン

妮
ジ

さん
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母智丘公園から霧島連山を
眺める謝均妮さん
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好！初めまして。今年の４月に国際交流員に着任
した中国重慶市出身の謝均妮です。
　都城に来てまず感じたのは、澄んだ空気と広がる緑、
そして穏やかな気候がもたらす心地良さです。重慶も山
が多く自然に囲まれた土地で、都城とどこか共通する雰
囲気を感じています。今後は、SNSなどを通じて都城の
自然や歴史の美しさを中国に向けて発信したり、中国の
文化や言葉を楽しみながら知ってもらえるような場を設
けたりしたいです。学校訪問に加えて、中国語講座や料
理教室なども計画していますので、興味のある人はぜひ
参加ください。友好交流都市である都城と重慶市江津区
の歴史や絆を大切にしながら、両国の架け橋となれるよ
う頑張っていきます。よろしくお願いします。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎ 23-2295
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読者プレゼント今月の

プレゼントの応募方法

※ 市公式LINEとお友だちの人は、プレゼントボタンから
応募できます

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

読者のお便り

　
明
治
40
年
か
ら
地
域
の
食
卓
を
支
え
続

け
る
福
島
精
肉
店
。「
肉
の
ふ
く
し
ま
」

と
し
て
長
年
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
同

店
は
、
精
肉
店
の
枠
を
超
え
「
口し

あ
わ
せ福
」
を

届
け
る
食
の
専
門
店
と
し
て
欠
か
せ
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
人
と
共
に
歩
む
店
」
と
語
る

の
は
、
４
代
目
の
福
島
宏
代
表
取
締
役
。

13
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し
、
精
肉
・
惣

菜
・
ス
パ
イ
ス
の
３
本
柱
で
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
精
肉
部
門
で
は
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
安
全
安
心
な
肉
を
提

供
。
平
成
７
年
に
開
始
し
た
惣
菜
部
門
で

は
、
当
初
の
ハ
ン
バ
ー
グ
と
コ
ロ
ッ
ケ
か

ら
現
在
は
25
種
類
以
上
に
メ
ニ
ュ
ー
を
拡

大
し
、
国
産
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
手
作
り

の
味
わ
い
が
評
判
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
ス

パ
イ
ス
部
門
も
同
店
の
強
み
で
、
お
客
様

の
「
店
と
同
じ
味
が
出
せ
な
い
」
と
い
う

声
を
き
っ
か
け
に
コ
ロ
ッ
ケ
用
の
調
味
料

を
商
品
化
し
た
喜

よ
ろ
こ
びス
パ
イ
ス
は
、
全
国
に

そ
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
同
店
の
看
板
商
品
で

す
。

　
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

も
重
き
を
置
く
同
社
。「
第
一
に
子
ど
も
、

仕
事
は
そ
の
次
で
い
い
」
と
語
る
妻
の
福

島
光
代
専
務
の
思
い
で
、
祝
日
と
日
曜
日

を
休
み
に
す
る
な
ど
の
改
革
を
実
施
。
ス

タ
ッ
フ
が
笑
顔
で
働
け
る
環
境
づ
く
り
に

注
力
し
た
結
果
、
勤
続
年
数
10
年
以
上
の

ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
揃
う
環
境
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
お
菓
子
屋
さ
ん
を
参
考
に

し
た
制
服
な
ど
、
従
来
の
精
肉
店
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
積
極

的
に
推
進
す
る
同
店
。
こ
れ
か
ら
も
夫
婦

で
笑
顔
の
連
鎖
を
大
切
に
、
地
域
の
食
卓

に
「
口し

あ

福わ
せ

」
を
届
け
続
け
ま
す
。

力企業の

都城をけん引する企業を紹介

Vol.59

株式会社福島精肉店

☎ 25-1129

Corporate
Power

総菜は揚げたてを提供

(一番右)福島宏代表取締役、(一番左)
福島光代専務取締役とスタッフの皆さん

◎応募締め切り　８月31日（日）　当日消印有効
◎当選者発表　本紙10月号
◎６月号当選者　マツケンさん　ほか９人
◎６月号応募総数　110通

はがきに住所、氏名、電話番号と、８月号を読んだ
感想などを書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

　６月にオープンした同店から、１kgものイチゴを贅
ぜい
沢

に使ったかき氷をプレゼント。自社農園で極力農薬を使
わず栽培したイチゴの風味を堪能できるメニューが魅力
の同店。クレープなど持ち帰り商品も取り揃

そろ
えています。

L
ラ

a f
フ レ ー ズ

raise都城店（北原町15-9） ☎66-8996

いちご丸ごとかき氷　10人
プレゼント提供事業者

郵便はがきにこの面を貼り付けて、
宛名面に次のとおり記載の上、郵送ください。

宛先
　郵便番号　８８５－８５５５
　都城市役所秘書広報課　行
　※住所の記載は不要

送付者情報
　氏　　名
　フリガナ
　ペンネームまたはイニシャル
　郵便番号
　住　　所
　電話番号

お待ちしています
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歴史探訪 !

都城
市立美術館vol.88
Miyakonojo City Museum of Art 

都
城
島
津

◎問い合わせ　文化財課　☎23-9547 ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23-2116

「枯
かれくさのおか
草丘」

野口　徳次　作　（制作年不詳）

島原出軍につき北郷忠直定書

標札

島原出軍につき北郷忠
ただ

直
なお

定書

　戦時中、家族が出征することになった家の玄関に
は、標札が掲げられていました。標札は、その家に
御国のために戦う家族がいることを示すもので、名
誉の象徴でもありました。本資料の表面には、日の
丸の旗のような絵と「出征軍人の家　都城市」とい
う文字が記されていて、裏面には出征者の兄弟が記
したとされる出征者本人の入営日の日付などが確認
できます。地域によって表現はさまざまで、「出征」
や「現役軍人」、「出動軍人」などと記された標札も
あります。さらに、本資料には「都城市」と記され
ていることから、出征は郷土にとっても名誉あるこ
とだという強い意味が込められていることがうかが
えます。また、戦死した家族がいる家には、そのこ
とを知らせる標札も掲げられていました。
　標札を掲げる家は家人の出征などで労力が不足
していたことから、青年団や
婦人会が勤労奉仕として農作
業の手助けなどを行っていた
記録が全国各地に残っていて、
本市でも同様の状況だったこ
とが推察できます。
※ 本資料は、11月９日㈰まで
開催中の都城歴史資料館特
別展で展示中

　寛永14（1637）年から翌年にかけて、島原半島
南部で起きた島原の乱（島原・天草一揆）。島原藩
によるキリシタン弾圧や厳しい年貢の取り立てに
飢
き き ん

饉が重なり、耐えかねた３万７千人の人々が、天
草四郎時

とき

貞
さだ

を首領として原
はらじょう

城跡（長崎県南島原市）
に立てこもり、起こした反乱です。幕府は12万も
の大軍を送り、半年後にようやく鎮圧しました。
　本史料は、島原出陣に際し、都城領主・北郷忠直
（久

ひさ

直
なお

）の家老衆から、戦を指揮していた津曲兼
けんぎょう

業
と古

ふる

垣
がき

忠
ただ

與
おき

に対して送付した軍令３カ条の定書で
す。定書には、①津曲・古垣からの指示の厳守と忠
勤を尽くした者への褒賞、②戦場および道中におけ
る任務遂行の厳守、③合戦時における津曲・古垣か
らの命令の順守などについて記されています。
　この時、北郷軍からは300人の兵が出軍。鉄砲衆
も組織しましたが、出

い ず み こ め の つ

水米之津（鹿児島県出水市）
で戦闘の終結を聞き、寛永15（1638）年２月２日
に軍を引き返すことになりました。

　作者の野口徳次（1908-1999）は高城町出身の画家で、
1936年に東京美術学校油画科を卒業後、一度は絵画制作
から離れて新聞社に入社。終戦後に退職して帰郷した野口
は再び絵筆を執り、都城泉ヶ丘高校などで美術教諭を務
め、教え子として多くの芸術家を世に送り出しました。ま
た、市立美術館の開館準備にも携わり、初代館長を務める
など、本市の文化芸術発展の礎を築きました。
　本作は、戦後比較的早い時期の作品とされるもので、野
口の持ち味である透き通るような明るい色彩で描かれてい
ます。輪郭を力強い線で捉え、地形を多面体のように表し
た描写は、野口が心酔していたピカソの表現にも通じるよ
うです。
※ 本作は、８月17日㈰まで開催の収蔵作品展夏休み企画
〈入門〉アートの疑問「くらべる美術」に展示中

◎問い合わせ　市立美術館　☎ 25-1447

標札表（左）、裏（右）
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観光地や遊び場、イベント、グルメスポットなど、
市内で楽しめる場所・モノ・コトを紹介！

◎問い合わせ
　みやこんじょ PR課　☎23-2615

 L e
t ʼ ｓ

 m
iyakon Joy L

e
tʼ
ｓ

 m
i y

a k o n  J o y

Let’ｓ

Miyakon
Joy

みやこんじ
ょい

◎問い合わせ
市立図書館 ☎22-0239
高城図書館 ☎58-4224

新 刊 紹 介

おすすめ図書
みっちりつぶつぶとうもろこし
いわさゆうこ(作)、童心社(出版)

　夏のごちそう、トウモロコシ。みっ
ちりつまったつぶつぶは、どうやって
できていくのかな？実るまでの様子や
育て方、世界のトウモロコシなどにつ
いて楽しく伝えます。

星座と星めぐり
コスモプラネタリウム渋谷(著)、
中央公論新社(出版)

　星空の生解説が人気のプラネタリウ
ム。名物解説員８人のユーモア溢れる
解説で星空が魅力的に見える１冊です。

仲間に入れる

使
い
方

姉
ち
ゃ
ん
う
ち
も
か
た
し
て
。
よ
か
よ
！

意
味

お
姉
ち
ゃ
ん
私
も
仲
間
に
入
れ
て
。
い
い
よ
！

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

背景
「加える・まぜる」を意味する「糅

か
つ」が語源。「かた

すい」や「かつい」と言うこともある。
※方言は市内でも地域や年齢によって異なります
参考文献　瀬戸山計

け
佐
さ
儀
のり
著「都城さつま方言辞典」

地
元
の
味
「
メ
ン
チ
カ
ツ
」を
全
国
へ
！

都
城
メ
ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
日
本
一
の
肉
の
ま
ち
都
城
で
長
年
愛
さ

れ
て
き
た
メ
ン
チ
カ
ツ
。
令
和
４
年
に
始

動
し
た
「
都
城
メ
ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
メ
ン
チ
カ
ツ
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
全
国
に
発
信
す
る
た
め
に
、
地
元
の

精
肉
店
や
飲
食
店
、
道
の
駅
な
ど
が
一
つ

に
な
り
立
ち
上
げ
た
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

【市 立 図 書 館】●休 館 日／
●開館時間／

９月２日
９：00～21：00

【高 城 図 書 館】●休 館 日／

●開館時間／

8月５日・11日・12日・17日・19日・
26日、９月２日・９日・15日・16日
９：30～18：00

都城メンチで幸せ上々

毎
月
14
日
は
「
都
城
メ
ン
チ
の
日
」

　

都
城
の
「
う
ま
い
」
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰

ま
っ
た
「
都
城
メ
ン
チ
」。
も
っ
と
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ン
チ
カ
ツ
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
12
月
14
日
に

ち
な
み
、
毎
月
14
日
を
「
都
城
メ
ン
チ
の

日
」
と
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
都
城
メ
ン
チ
を
味
わ
お
う
！

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
店
舗
で
は
、「
都

城
メ
ン
チ
の
日
」
に
合
わ
せ
た
限
定
商
品

や
特
典
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
都
城
メ
ン
チ
を

よ
り
楽
し
め
る
企
画
を
用
意
し
て
い
ま

す
。ま
た
、公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、

企
画
の
内
容
や
都
城
メ
ン
チ
を
使
っ
た
簡

単
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
な
ど
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
14
日
は
、
ア
ツ

ア
ツ
の
メ
ン
チ
カ
ツ

を
食
べ
て
、
み
ん
な
で

都
城
メ
ン
チ
を
熱
く

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

か
た
す

プラネタリウム解説員が本気で伝えたい
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　都城市役所の職員は、さまざまな場で市民と接し
ています。
　仮に100人中99人が市民のことを考えて仕事を
していても、１人の職員が市民の信頼を裏切るよう
なことをしてしまうと、残りの99人の職員への信
頼も傷つけてしまいます。たった１人の間違った行
動が、99人がこれまで築いてきたもの全てを壊し
てしまうのです。
　職員一人ひとりが都城市役所の主役であり、都城
市役所の看板を背負っていることをしっかりと肝に
銘じ、当事者意識を持ち、一期一会の精神で市民
サービスに努めることで、市民に信頼される都城市
役所となります。

都 城 市 現 住 人 口

※令和２年国勢調査に基づく推計人口

スマートフォンか
らも統計情報を
確認できます。

⑩

届けたい都城の風景

みんなを楽しませる
動画クリエイターになりたい

私の夢
堂領　倖之介さん　石山小６年

一人ひとりが都城市役所

◎問い合わせ　フィロソフィ推進課　☎23-7163

第２部　素晴らしい都城市とするために

「南部ふれあい広場」（大岩田町）

編
集
後
記

　広報担当になって初めて知った 6月の牛乳月間。
牛乳の消費量は減少傾向ですが、我が家の子ども２
人は大好きで毎日１パックが空に。子ども時代はよ
く飲んでいた私も大人になると遠のいています。改
めて「白い恵み」と向き合う機会となりました。（紘）

　本号で取り組んだ戦後 80 年の特集企画。戦争体
験者の濵田さんと永﨑さんは驚くほどにエネルギッ
シュで、心から尊敬の念を抱きました。激しく移り
変わる時代を生きてこられたお二人の生き方に、自
然と自身の日々の過ごし方を省みました。　　　（つ）

　夏の花と言えば、真っ先に思い付くひ
まわり。本号の表紙では山田町のひまわ
りを紹介しましたが、本コーナーでは南
部ふれあい広場の風景をお届けします。
管理事務所の皆さんが汗をかきながら土
づくりや除草作業に励んだ努力の結晶と
も言える黄色いひまわり畑。本市の夏の
定番となりつつあるこの景色をシャッ
ターに収め、気持ちは早くも秋のコスモ
ス畑にはやるのでした。
【撮影データ】
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1000
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人口総数 159,068 人 55 -511
男 性 74,913 人 8 -203
女 性 84,155 人 47 -308

第１章 一人ひとりが都城市役所
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生産者メッセージ

　春夏が旬で、あっさりした味が
特徴のズッキーニ。淡白だからこ
そ、和洋中どんな料理にも合うの
が魅力です。定番の洋食はもちろ
ん、みそ汁やおひたし、酢豚に入
れてもおいしく食べられます。

　実は、宮崎県のズッキーニ生産
量は全国２位。市内では14件の農
家が生産しています。ハウス栽培
のズッキーニは季節問わず楽しめ
るので、ぜひ皆さんにさまざまな
料理で味わってほしいです。
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今月のレシピ　― Recipe of the month ―

ズッキーニのレモンクリームパスタ

●材料（４人分）

［ レシピ提供 ］

ズッキーニ…………１本
ベーコン…………… 40g
レモン………………１個
粉チーズ…………… 20g
生クリーム……… 120cc
オリーブオイル …大さじ２
ミント（飾り）………３枚

パスタ………………280g

Ａ　湯………………３Ｌ
　　塩…………大さじ２
パスタのゆで汁……50cc
塩…………… 小さじ1/2
ホワイトペッパー…適量
粗びき黒こしょう…適量

クッキングスタジオ美
み な み

菜味　　☎38-6698
　都城産の旬の食材を使った
料理教室を随時開催。詳しく
は、ホームページやインスタ
グラムを確認ください。

●作り方

❶  パスタをＡの湯と塩で表示時間どおりゆでる。

❷  ズッキーニは３㎜幅の厚めの輪切り、ベーコンは短
冊切りにする。

❸  レモンは絞って種を取り除く。

❹  フライパンでオリーブオイルを熱し、ズッキーニを
両面色よく炒めたら、塩とホワイトペッパーで味付
けをする。

❺  ベーコンを加えて炒め、全体に油が回ったら火を止
めて、生クリームと粉チーズを入れる。

❻  ゆでたパスタとゆで汁、レモン汁を入れて混ぜ合わ
せたら、再び加熱してひと煮立ちさせる。

❼  器に盛って、お好みで粗びき黒こしょうを振って、
ミントを飾る。

都城支部長　髙野 順吾 さん
ＪＡみやざき　ズッキーニ専門部会

ホームページ インスタグラム


